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元気な風がふくまちなかま

蓮花寺のボタ山から臨んだ昨年の初日の出の様子です。
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なかまでつなごう
市民リレー

人から人へとバトンをつなぎながら、キラリ
と輝く中間市民を紹介します。

　高校を卒業後、進んだ洋裁学校での恩
師との出会いが私を洋裁の道へと導いてく
れました。現在の自宅兼工房（＝伊奈工房、
上底井野176-51）を構えて15 年、絹や麻
といった天然素材にこだわった服を作り続
けています。
　藍染めに魅せられて、古布を使った洋服
作りから、今は久留米がすりや大島紬も使
います。デザインにも妥協しないため、完
成までに２年もかかった作品もありますが、
口コミで訪れるお客様には好評をいただい
ています。興味がある人は１度手に取ってみ
てください。着やすく体になじむ風合いはさ
すが天然素材と思ってもらえると思います。
　好きが講じて気が付けば 35 年。海外の
素材にも惹かれ、韓国や東南アジアに素材
を求めて旅したりもしています。若い人にも
若いうちにたくさん旅行をして見聞を広め
てほしいと思います。きっと楽しい未来に
つながるはずです。私もまだまだ楽しく洋
裁を続けていきたいですね。

山本 イナ子さん（垣生町・74歳）

本物にこだわり続けて35年

昨
年
を
思
い
返
し
て
…
。

　
昨
年
は
申
年
で
し
た
。
申
年
は
ざ
わ

つ
く
年
、
荒
れ
る
年
と
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
ま
さ
に
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
が
、
何
よ
り
も
昨
年
４
月

に
発
生
し
ま
し
た
熊
本
地
震
の
こ
と
が

一
番
気
に
な
る
こ
と
で
す
。
今
な
お
復

旧
作
業
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
１
日
も

早
い
生
活
再
建
と
被
災
地
の
復
興
が
待

た
れ
ま
す
。
困
難
を
乗
り
越
え
て
来
ら

れ
た
皆
さ
ま
の
新
し
い
年
が
、
希
望
に

満
ち
た
１
年
に
な
れ
ば
と
心
か
ら
願
っ

て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
酉
年
で
す
。

　
「
酉
」
と
い
う
漢
字
は
酒
を
入
れ
る
壺

を
描
い
た
も
の
で
、
収
穫
し
た
作
物
や

木
の
実
か
ら
酒
を
造
る
と
い
う
意
味
や

豊
穣
の
実
り
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
中

間
市
で
も
、
皆
さ
ま
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
大
き
な
壺
か
ら

豊
穣
の
実
り
が
あ
ふ
れ
出
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　
小
学
校
区
ご
と
に
校
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
が
順
調
に
立
ち
上
が
っ
て
お
り
、

こ
れ
が
機
能
す
れ
ば
素
晴
ら
し
い
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
が
出
来
る
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
力
を
注
い
で
い
る
学
校

教
育
環
境
の
改
善
は
確
実
に
充
実
し
て

い
ま
す
。
中
学
校
の
給
食
実
施
、
小
中

学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
、
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
ス
ク
ー
ル
の
開
講
、
さ
ら
に
は
英

語
検
定
を
受
け
る
際
の
補
助
な
ど
、
き

め
細
か
な
政
策
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
は
、
学
校
ト
イ
レ
の
改
修

を
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
日
本

を
支
え
て
い
く
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
あ

ふ
れ
る
元
気
な
学
校
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

今
年
の
注
目
す
べ
き
は
…
。

　
中
間
市
の
元
気
づ
く
り
と
し
て
観
光

事
業
に
は
さ
ら
に
注
力
し
て
い
き
ま
す
。

遠
賀
川
水
源
地
ポ
ン
プ
室
や
安
川
電
機

ロ
ボ
ッ
ト
工
場
、
月
形
潔
の
銅
像
と
い

っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
観
光
資
源
を
組
み
合

わ
せ
た
フ
ッ
ト
パ
ス
な
ど
で
中
間
市
の

魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
若
い
世
代
の
皆
さ
ん
に
起
業

の
場
を
提
供
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ

プ
事
業
も
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
で
元
気
に
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
に
目
を
向
け
る
と
、

目
覚
ま
し
い
活
躍
を
続
け
る
希
望
が
丘

高
校
。
卓
球
部
を
始
め
、
野
球
部
、
相

撲
部
、
サ
ッ
カ
ー
部
な
ど
市
を
上
げ
て

応
援
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
武
蔵
川
部
屋
が
中
間
市
に

宿
舎
を
構
え
、
小
学
生
相
撲
大
会
に
参

加
し
て
く
れ
る
な
ど
、
相
撲
の
魅
力
を

伝
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
営
野
球
場
を
中
間
市
出
身
の
仰
木
彬

さ
ん
の
名
前
を
冠
し
た
球
場
に
し
、
近

隣
の
中
学
校
を
招
い
た
野
球
大
会
を
恒

例
化
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
野
球
も
さ
ら
に
盛
ん
に
な

っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
文
化
面
で
は
、
中
間
市
に
は
芥

川
賞
作
家
の
村
田
喜
代
子
さ
ん
や
帚は

は
き
ぎ木

逢ほ
う
せ
い生
さ
ん
と
い
っ
た
著
名
な
文
化
人
が

お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
皆
さ
ん
の
力

を
借
り
な
が
ら
、
文
化
の
薫
り
高
い
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

市
民
で
風
を
吹
か
せ
よ
う
。

　
私
は
市
長
就
任
以
来
「
元
気
な
風
が

ふ
く
ま
ち
な
か
ま
」「
人
の
元
気
が
ま
ち

の
元
気
」
と
一
貫
し
て
元
気
な
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
元
気
な

風
と
は
、
１
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
力

強
く
進
む
姿
を
例
え
て
い
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
に
は
、
よ
り
大
き
く
元
気
な

風
を
吹
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
将
来
へ
の
不
安
を
少
し

で
も
な
く
す
よ
う
市
政
の
重
要
課
題
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
尽

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新年のごあいさつ

中
間
市
長
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平
成
28
年
分
の
所
得
に
係
る
確
定
申
告
と
市
県
民
税
の
申
告
の
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す
。

申
告
す
る
必
要
が
あ
る
人
は
、
必
ず
期
限
内
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
の
必
要
の
有
無
、
申
告
の
方
法
な
ど
を
ご
案
内
し
ま
す
。

あ
な
た
は
確
定
申
告
？
そ
れ
と
も
市
県
民
税
申
告
？

所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
の
は
、

次
の
よ
う
な
人
で
す

○
事
業（
営
業
・
農
業
）所
得
、
不
動
産

所
得
、
雑
所
得
、
譲
渡
所
得
な
ど
が

あ
り
、
所
得
の
合
計
額
が
所
得
控
除

の
合
計
額
を
超
え
る
人

○
年
間
の
給
与
収
入
が
２
、０
０
０
万
円

を
超
え
る
人

〇
給
与
所
得
が
あ
り
平
成
28
年
の
途
中
で

退
職
し
、
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
な
い
人

○
給
与
の
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
て
、
給

与
以
外
の
所
得
が
20
万
円
を
超
え
る
人

○
２
か
所
以
上
の
事
業
所
か
ら
給
与
を

も
ら
っ
て
い
て
源
泉
所
得
税
の
精
算

が
済
ん
で
い
な
い
人

※
公
的
年
金
の
収
入
が
400
万
円
以
下
で
、

そ
の
他
の
所
得
が
20
万
円
以
下
の
人
は
所
得

税
の
確
定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。
た
だ

し
、
医
療
費
控
除
の
追
加
な
ど
で
所
得
税
の

還
付
を
受
け
る
場
合
は
、
全
て
の
所
得
を
も

っ
て
確
定
申
告
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
の
は
、

平
成
29
年
１
月
１
日
現
在
、
中
間
市
に

居
住
し
て
い
る
次
の
よ
う
な
人
で
す

○
事
業（
営
業
・
農
業
）所
得
、
不
動
産
所

得
、
雑
所
得
、
譲
渡
所
得
な
ど
が
あ
る

人
で
所
得
税
が
課
税
さ
れ
な
い
人

○
給
与
の
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
て
、
給

与
以
外
の
所
得
が
20
万
円
以
下
の
人

○
公
的
年
金
の
収
入
が
400
万
円
以
下
で
、

そ
の
他
の
所
得
が
20
万
円
以
下
の
人

○
確
定
申
告
が
必
要
な
い
人
で
、
社
会

保
険
料
控
除
、
医
療
費
控
除
、
扶
養

控
除
な
ど
の
追
加
に
よ
り
市
県
民
税

の
所
得
割
額
ま
た
は
均
等
割
額
が
減

額
さ
れ
る
人

○
中
間
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人（
収
入
が
無
く
て
も
申
告
は
必

要
で
す
）

※
確
定
申
告
を
し
た
人
や
、
給
与
収
入

の
み
の
人
で
勤
務
先
が
給
与
支
払
報
告

書
を
市
に
提
出
し
た
人
は
市
県
民
税
の

申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
合
先　
課
税
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
３
８

対象 必要書類など

全員

①�マイナンバーカード、通知カード、マイナンバーが記載された住
民票の写しまたは住民票記載事項証明書
②�本人確認書類（顔写真付きのものは1つで可。それ以外は2つ以上必要）
③�印鑑（朱肉を使うもの）
④�申告者名義の銀行口座（還付を受ける場合）

所
得
に
関
す
る
も
の

給与所得者
年金所得者 源泉徴収票（コピー不可）

事業（営業・農業）・
不動産所得者 収支内訳書、帳簿など

雑・一時所得者 収入金額、必要経費がわかる書類
配当所得者 支払通知書、特定口座年間取引報告書

　
　
控
除
に
関
す
る
も
の

社会保険料控除
国民健康保険税納税証明書、介護保険料納付証明書、後期高齢者医
療保険料納付証明書、国民年金保険料控除証明書、領収書、口座振
替納付済通知書など

生命保険料控除
控除証明書

地震保険料控除

医療費控除 医療費の明細書、領収書、高額療養費などの補填された金額がわか
るもの、おむつ証明書など

障害者控除 身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、障害者控除
対象者認定書など

寄附金控除 寄附金の領収書など

もうすぐ始まります

確
定
申
告

　

所
得
税
の
還
付
申
告
セ
ン
タ
ー
を

遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
設

置
し
ま
す
。
還
付
申
告
書
の
記
載
方

法
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
の

で
、
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
だ

け
の
人
は
、
若
松
税
務
署
に
直
接
提

出
す
る
か
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

還
付
申
告
セ
ン
タ
ー
で
は
電
話
に

よ
る
申
告
相
談
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

若
松
税
務
署
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

●
期

間　
１
月
25
日
水
～
27
日
金

※
25
日
は
初
日
の
た
め
、
大
変
混
み

合
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。26
日
、

27
日
が
比
較
的
に
待
ち
時
間
が
少
な

い
と
思
わ
れ
ま
す
。

●
時

間　
９
時
30
分
～
15
時
30
分

※
27
日
は
14
時
ま
で
で
す
。

●
対
象
者

○
給
与
所
得
者
で
、
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
や
医
療
費
控
除
な
ど
に

よ
っ
て
還
付
を
受
け
る
人

〇
昨
年
の
途
中
で
退
職
し
年
末
調
整

が
済
ん
で
い
な
い
人

○
年
金
所
得
者
で
源
泉
徴
収
さ
れ
た

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
人

●
相
談
で
き
な
い
人

○
事
業
を
営
む
人

○
生
命
保
険
な
ど
の
外
交
員
の
人

○
不
動
産
所
得
が
あ
る
人

○
贈
与
税
の
申
告
や
不
動
産
、
株
式

な
ど
の
譲
渡
所
得
が
あ
る
人

○
報
酬
な
ど
の
収
入
が
あ
る
人

還
付
申
告
セ
ン
タ
ー

申
告
の
方
法
が
変
わ
り
ま
す

申
告
書
に
個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）を

記
載
し
ま
す

　

平
成
28
年
分
以
降
の
確
定
申
告
書
及

び
平
成
29
年
度
以
降
の
市
県
民
税
申
告

書
に
は
申
告
者
本
人
、
扶
養
親
族
お
よ

び
事
業
専
従
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記

載
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

申
告
者
の
本
人
確
認
を
行
い
ま
す

　

申
告
書
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載

に
よ
り
、
申
告
者
本
人
の
本
人
確
認（
番

号
確
認
と
身
元
確
認
の
２
つ
の
確
認
）を

本
人
確
認
書
類
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

本
人
確
認
書
類
は
、
顔
写
真
付
き
の

も
の
で
あ
れ
ば
１
つ
の
み
、
顔
写
真
が
な

い
も
の
で
あ
れ
ば
２
つ
以
上
の
提
示
が
必

要
で
す
。
詳
し
く
は
、
下
の
表
を
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
に
は
利
用
者
識
別
番
号
が

必
要
で
す

　

中
間
市
の
申
告
相
談
会
場
で
は
、
今

年
か
ら
電
子
申
告（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）で
申
告

書
を
若
松
税
務
署
に
提
出
し
ま
す（
３
月

15
日
の
受
付
分
を
除
き
ま
す
）。
電
子
申

告
で
提
出
す
る
た
め
に
は
、
事
前
に
税
務

署
長
が
発
行
す
る
「
利
用
者
識
別
番
号
」

を
取
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

利
用
者
識
別
番
号
は
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://www.e-tax.nta.

go.jp

）の
「
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
開
始
届
出
書

作
成
・
提
出
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
し
て
オ

ン
ラ
イ
ン
で
提
出
す
る
か
、「
電
子
申
告
・

納
税
等
開
始
届
出
書
」
を
印
刷
し
、
書
面

で
若
松
税
務
署
に
提
出
す
る
こ
と
で
取
得

出
来
ま
す
。

　

ま
た
、
中

間
市
の
申
告

相
談
会
場
で

も
取
得
が
可

能
で
す
。

※
利
用
者
識

別
番
号
を
既

に
取
得
し
て

い
る
人
は
申

告
の
際
に
そ

の
番
号
が
わ

か
る
書
類
を

持
っ
て
来
て

く
だ
さ
い
。

申
告
の
注
意
事
項

　

中
間
市
で
開
設
す
る
申
告
会
場
は
、

対
象
が
市
内
在
住
の
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
市
外
に
住
ん
で
い
る
人
は
住
所
地

の
市
町
村
ま
た
は
そ
の
管
轄
の
税
務
署

で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
日
程

は
７
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

○
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、
申
告

す
る
前
に
自
身
で
医
療
費
を
集
計
し
、

「
医
療
費
の
明
細
書
」
を
作
成
し
て
く

だ
さ
い

○
事
業
所
得
ま
た
は
不
動
産
所
得
が
あ

る
人
は
、
申
告
す
る
前
に
自
身
で
収

支
内
訳
書
を
作
成
し
て
く
だ
さ
い

○
市
県
民
税
の
申
告
書
は
郵
送
ま
た
は

東
部
出
張
所
も
し
く
は
西
部
出
張
所

で
提
出
出
来
ま
す
が
、
全
て
の
記
入

を
終
え
て
相
談
や
修
正
の
必
要
が
な

い
申
告
書
に
限
り
ま
す

※
記
入
漏
れ
な
ど
の
不
備
が
あ
る
申
告
書

は
受
け
付
け
出
来
ま
せ
ん
。
ま
た
、
不
備
が

あ
る
場
合
は
返
送
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
事
業
所
得
ま
た
は
不
動
産
所
得
が
あ

る
人
は
税
理
士
の
相
談
受
付
日
に
来

て
く
だ
さ
い

※
税
理
士
の
受
付
日
以
外
は
申
告
の
受

付
が
出
来
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
譲
渡
所
得（
不
動
産
の
売
買
）が
あ
る
人

は
譲
渡
所
得
の
相
談
日
に
来
て
く
だ
さ
い

※
な
お
、
譲
渡
の
収
入
金
額
が
500
万
円

（
収
用
は
１
、０
０
０
万
円
）以
上
の
人
は

市
役
所
で
の
受
け
付
け
が
出
来
ま
せ
ん
の

で
、若
松
税
務
署
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

納
税（
納
付
）証
明
書
を
発
送
し
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
税
納
税
証
明
書
、
介

護
保
険
料
納
付
証
明
書
お
よ
び
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
納
付
証
明
書（
い
ず

れ
も
普
通
徴
収
分
）を
１
月
中
旬
に
各

世
帯
に
発
送
し
ま
す
。
社
会
保
険
料
控

除
を
受
け
る
た
め
の
資
料
と
し
て
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

本人確認書類の区分 本人確認書類の例

顔写真付のもの
（１つで可）

マイナンバーカード、運転免許証、
写真付社員証、写真付資格証明書、
パスポートなど

顔写真がないもの
（２つ以上必要）

健康保険証、住民票の写し、戸籍
謄本、印鑑登録証明書、税金また
は公共料金の領収書など



7 Nakama City Public Relations 6広報なかま１月 10日号

若
松
税
務
署
で
の
申
告
受
け
付
け

　中間市では地域交流センター、ハピネスなかま、中間市役所で申告会場を開設します。出
来る限り住所が当てはまる受付日に来てください。当てはまる受付日に都合が悪い人は別の日
程でも受け付けます。
　なお、住んでいる地区の相談日に関係なく、事業所得（営業・農業）および不動産所得があ
る人は税理士相談日に、譲渡所得（不動産の売買）がある人は譲渡所得相談日に申告してくだ
さい。指定日以外は受け付けができませんのでご注意ください。

中間市での申告受付日程と会場
（受付時間はいずれも９時～ 16時です）

日付 曜日 住んでいる地区 税理士相談 譲渡所得相談

会場：地域交流センター（大字垣生 660 番地１）

２月

７日火 土手ノ内一丁目、二丁目

８日水 土手ノ内三丁目、垣生町 〇

９日木 中間一丁目、二丁目、三丁目、四丁目 〇

10日金 中底井野、上底井野、下大隈、砂山 〇

会場：ハピネスなかま（通谷一丁目 36‐ 10）

２月

13 日月 通谷一丁目、二丁目

14日火 通谷三丁目、四丁目、五丁目、六丁目

15日水 星ヶ丘、桜台一丁目、二丁目、鍋山町

16日木 太賀一丁目、二丁目 〇

17日金 太賀三丁目、四丁目

※ハピネスなかまに車で来場する人は、生涯学習センターには駐車しないでください。
場所：市役所別館３階　特別会議室（中間一丁目１‐１）

２月

20日月
岩瀬一丁目、二丁目、三丁目、四丁目
岩瀬西町

〇

21日火 長津一丁目、二丁目、三丁目 〇

23日木 中鶴一丁目、二丁目、三丁目、四丁目 〇

24日金 浄花町、蓮花寺一丁目、二丁目、三丁目 〇

27日月 中央一丁目、二丁目

28日火 中央三丁目、四丁目、五丁目

３月

２日木 七重町、深坂一丁目、二丁目 〇

３日金 大辻町、弥生一丁目、二丁目 〇 〇

６日月 朝霧一丁目、二丁目、三丁目、四丁目 〇

７日火 小田ケ浦一丁目、二丁目、大根土 〇

９日木 扇ケ浦一丁目、二丁目 〇

10日金 扇ケ浦三丁目、四丁目 〇

13日月 東中間一丁目、二丁目、三丁目 〇

14日火 中尾一丁目、二丁目

15日水
中尾三丁目、四丁目、松ヶ岡、池田一丁目、
二丁目

〇

　

税
務
署
で
の
受
け
付
け

　
若
松
税
務
署
で
所
得
税
の
確
定
申
告
の

受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。
若
松
税
務
署
で

は
市
県
民
税
の
申
告
の
受
け
付
け
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
期

間　
２
月
16
日
木
～
３
月
15

日
水

※
土
曜
・
日
曜
日
を
除
き
ま
す
。

●
時

間　
９
時
～
16
時

●
場

所　
若
松
税
務
署

　
（
若
松
区
本
町
一
丁
目
14
‐
12　
若
松

港
湾
合
同
庁
舎
）

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

休
日
の
申
告
受
け
付
け

　

税
務
署
で
は
、
皆
さ
ん
の
利
便
性
を

図
る
た
め
、
休
日
に
申
告
書
の
記
載
方

法
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
日

時　
２
月
19
日
日
、
26
日
日・

９
時
～
16
時

●
場

所　

Ａ
Ｉ
Ｍ（
ア
ジ
ア
太
平

洋
イ
ン
ポ
ー
ト
マ
ー
ト
）ビ
ル
3
階

　
（
小
倉
北
区
浅
野
三
丁
目
８
‐
１
）

　

い
ず
れ
も

●
問
合
先　
若
松
税
務
署
個
人
課
税

第
１
部
門

　
☎（
７
６
１
）２
５
３
６

平成 29 年１月１日現在、
中間市に居住していましたか？ 中間市での市県民税の申告は不要です

平成 28 年中に収入が
ありましたか？

中間市での市県民税の申告が必要な
場合があります

市県民税の申告をすることで、
国民健康保険税が軽減される場合が

あります

➡

はい

平成 28 年中の収入のうち給与
収入がありましたか？

平成 28 年分の給与の年末調整
は済んでいますか？

給与以外に年金や報酬などの
所得が合計 20 万円以上ありま
したか？

２か所以上の事業所から給与を
もらっていましたか？

勤務先から中間市に「給与支払
報告書」が提出されていますか？

所得税の納付または還付のため、
平成 28 年分の所得税の確定申
告をしますか？

中間市での市県民税
の申告が必要です

所得税の確定申告が
必要です

中間市での市県民税
の申告が必要です

中間市での市県民税
の申告は不要です

中間市での市県民税
の申告は不要です

Q1. 夫の代わりに確定申告
書を提出するとき、私の
マイナンバーカードと本人
確認書類は必要ですか？

A1. 代理人のマイナンバ
ーカードと本人確認書類
は必要ありません。夫の
分だけで十分です。ただ、
配偶者控除や扶養控除の
対象者のマイナンバーを
申告書に記載する必要が
ありますので、わかるよ
うにしておいてください。

Q2. 利用者識別番号がない
と申告出来ないのですか？

A2. 今回から、皆さんの申
告書は市から税務署に電子
データで送ることになりま
した。その際に利用者識別
番号が必要となります。番
号がない人は申告会場でも
取得可能ですのでご利用く
ださい。

Q3. 個人年金や保険の満
期・解約による収入も申
告しないといけないので
すか？

A3. 収入額が必要経費（掛
金）よりも多いときは、
その差額が所得となり、
課税の対象となることが
あります。

Q4. 医療費の領収書を持
って行くので集計を願い
したいのですが？

A4. 職員が医療費の集計
に追われると、結果的に
申告者１人にかかる時間
が長くなり、他の申告者
に長時間お待ちいただく
ことになります。医療費
の明細書や事業の収支内
訳書はあらかじめ自宅で
集計して来てください。

6広報なかま１月 10 日号

インターネットなら
自宅でも簡単に確定申告書を

作れますよ

所得税の確定申告・市県民税の申告の基準

➡
いいえ

➡
いいえ➡

はい

➡

はい

➡
いいえ

➡

はい

➡

いいえ

➡

いいえ

➡

はい

➡

いいえ

➡
いいえ

➡

いいえ

➡はい

➡
はい

➡
はい

　
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付

を
受
け
て
い
な
く
て
も
、
確
定
申

告
を
行
う
前
年
の
12
月
31
日
現

在
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

65
歳
以
上
の
人
で
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
と
き
に
、
申
告
す
る
こ

と
で
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
「
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
」
を
交
付
し
ま
す
。

　
障
害
者
控
除
の
適
用
を
希
望
す

る
人
は
、
印
鑑
を
持
っ
て
介
護
保

険
課
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

〇
障
害
者
…
身
体
障
害
者（
３
～

６
級
）に
準
ず
る
障
が
い
が
あ
る

人
、
知
的
障
害
者（
軽
度・中
度
）

に
準
ず
る
障
が
い
が
あ
る
人

〇
特
別
障
害
者
…
身
体
障
害
者

（
１・
２
級
）に
準
ず
る
障
が
い

が
あ
る
人
、
知
的
障
害
者（
重

度
）に
準
ず
る
障
が
い
が
あ
る

人
、
ね
た
き
り
老
人

●
注
意
事
項

〇
必
ず
確
定
申
告
前
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い

〇
申
請
か
ら
認
定
書
の
郵
送
ま
で

１
週
間
程
度
か
か
り
ま
す

●
問
合
先　
介
護
保
険
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
８
３

障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
を
交
付
し
ま
す

申告Q＆A

　中間市ＰＲ大使　大野いと さん
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中間市公式 Facebook の QR コードをご利用ください。

中間市公式 Facebook
https://www.facebook.com/city.nakama.lg.jp/

中間市役所代表 ☎（２４４）１１１１
http://www.city.nakama.lg.jp

中間市ホームページの QR コードをご利用ください。

　

毎
年
恒
例
の
ふ
る
さ
と

遠
賀
川
親
子
た
こ
あ
げ
大

会
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

た
こ
あ
げ
大
会
で
は
、
創

作
だ
こ
コ
ン
テ
ス
ト
も
開

催
し
ま
す
。
市
販
の
た
こ

で
も
参
加
可
能
で
す
。
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
１
月
22
日

日
・
10
時
～
15
時
ご
ろ

　
（
受
付
は
９
時
30
分
～
）

●
場

所　
市
役
所
前

遠
賀
川
河
川
敷

※
悪
天
候
の
時
は
、
働
く

婦
人
の
家
で
た
こ
の
審
査

会
を
開
催
し
ま
す
。

第36回ふるさと遠賀川親子たこあげ大会
●申込・問合先　生涯学習課　☎（２４６）２３２１

　

家
屋
は
、
法
務
局
で
の

登
記
済
か
未
登
記
か
に
関

わ
ら
ず
、
固
定
資
産
税
の

課
税
対
象
で
す
。
次
の
よ

う
な
建
物
を
所
有
し
て
い

て
市
役
所
へ
の
届
け
出
を

し
て
い
な
い
人
は
、
課
税

課
資
産
税
係
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
平
成
27
年
度
以
前
に
新

築
し
た
未
登
記
の
建
物

○
増
築
し
た
建
物

○
基
礎
が
あ
る
倉
庫
な
ど

の
附
属
屋

※
未
登
記
の
建
物
を
解
体

し
た
場
合
に
も
届
け
出
は

必
要
で
す
。

登記していない家屋も届け出を
●問合先　課税課　☎（２４６）６２７４

行政への苦情・要望などの相談に応じます。予約は不要です
ので、直接会場にお越しください。
● 日 時　２月４日土、17 日金・15 時〜17 時
●場 所　ハピネスなかま（通谷一丁目 36 番 10 号）
●問 合 先　企画政策課　☎（２４６）６２７１

行 政 相 談

法律に関する悩みを弁護士に相談できます。前日までに窓口
で予約してください。受付時間は月曜〜金曜日の午前８時 30
分〜午後５時 15 分で、定員は６人です。
● 日 時　２月４日土、17 日金、23 日木・15 時〜17 時
●場 所　ハピネスなかま（通谷一丁目 36 番 10 号）
●問 合 先　中間市社会福祉協議会　☎（２４４）１２３０

心 配 ご と 相 談

子どもの養育など児童に関する相談をお受けします。
●  受 付　月曜日〜金曜日・９時〜17 時
● 問 合 先　こども未来課家庭児童相談係（市役所本館３階）
　☎（２４６）３５１５

家 庭 児 童 相 談

生活が困難な人が自立した生活を行えるよう相談に応じます。
●  受 付　月曜日〜金曜日・９時〜16 時
● 場所・問合先　市民生活相談センター（中間二丁目10 番１号）
　☎（２４６）１０３０

市民生活相談センター

悪質商法やインターネットのトラブルなどの相談に応じます。
● 受 付　月曜日〜金曜日・９時〜 16 時
●場 所　産業振興課（市役所別館２階）
●問 合 先　消費生活センター　☎（２４６）５１１０

消 費 者 相 談

交通事故のトラブルなどについて、専門の相談員が応じます。
●      日 時　２月８日水・10 時〜16 時（受付は15 時まで）
●場 所　ハピネスなかま（通谷一丁目 36 番 10 号）
●問 合 先　安全安心まちづくり課　☎（２４６）２０１７

県巡回交通事故相談

● 期 日　毎月第１〜４火曜日（１月３日火は休みです）
●時間・場所
　○13 時〜14 時・福祉支援課（市役所１階）
　○14 時 30 分〜15 時 30 分・ハピネスなかま
●問 合 先　福祉支援課　☎（２４６）６２８２

補 聴 器 相 談

さまざまな女性問題に対し、１人１人に合わせた相談に応じます。
● 受 付　月曜日〜金曜日・８時 30 分〜17 時 15 分
●場所・問合先　人権センター
　☎（２４５）７８０１

女性のための悩みごと相談

　

平
成
30
～
32
年
度
を
計
画
期

間
と
す
る「
第
７
期
中
間
市
高

齢
者
総
合
保
健
福
祉
計
画
」
の

策
定
に
向
け
、
高
齢
者
の
皆
さ

ん
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い

ま
す
。

　
「
在
宅
介
護
実
態
調
査
」
で

は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
状
況
な
ど
の
ほ
か
、
主
な
介

護
者
の
就
業
状
況
や
、
仕
事
と

介
護
の
両
立
の
状
況
な
ど
を
伺

い
ま
す
。

　
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
圏
域

ニ
ー
ズ
調
査
」
は
、
高
齢
者
の

健
康
状
態
や
日
常
生
活
の
状
況

な
ど
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
第
７

期
中
間
市
高
齢
者
総
合
保
健
福

祉
計
画
の
検
討
・
策
定
に
役
立

て
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
が
郵
送
さ

れ
て
き
た
人
は
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

収
集
し
た
個
人
情
報
は
、
中

間
市
個
人
情
報
条
例
に
基
づ
き

適
正
に
取
り
扱
い
ま
す
。

●
抽
出
方
法　
無
作
為
抽
出

●
調
査
対
象
者
人
数

〇
在
宅
介
護
実
態
調
査
…
１
、

０
０
０
人
程
度

〇
介
護
予
防
・
日
常
生
活
圏
域

ニ
ー
ズ
調
査
…
２
、０
０
０

人
程
度

●
調
査
期
間　
１
月
下
旬
～
２

月
中
旬
予
定

在宅介護実態調査、介護予防・日常生活圏域ニーズ調査
●問合先　介護保険課　☎（２４６）６２８３

　

食
事
で
防
ぐ
脂
質
異
常
症
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
痛
く

も
か
ゆ
く
も
な
い
脂
質
異
常
症

は
放
っ
て
お
く
と
動
脈
硬
化
の

リ
ス
ク
が
上
が
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
生
活
習
慣
を
見
直
し

て
、
健
康
な
血
管
づ
く
り
を
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
日

時　

１
月
27
日
金
・

10
時
～
正
午（
受
付
は
９
時
30

分
～
）

●
場

所　
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内

容　
栄
養
士
の
講
話

と
調
理
実
習

●
参
加
料　
400
円

●
持
ち
物　
筆
記
用
具
、
エ

プ
ロ
ン
、
三
角
布
、
タ
オ
ル

●
申
込
方
法　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
む
人
は
、

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
連

絡
先
、
講
座
名
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

●
申
込
締
切　
１
月
19
日
木

※
20
日
以
降
に
受
講
を
取
り
消

す
場
合
や
当
日
欠
席
の
場
合
は
、

参
加
料
400
円
を
頂
き
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

健康づくりサポート教室「栄養編」
●問合先　保健センター　☎（２４６）１６１１

　

空
家
対
策
を
効
果
的
、
効
率

的
に
推
進
す
る
た
め
に
、
地
域

の
実
情
に
合
わ
せ
た
空
家
等
対

策
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
に
広
く
市
民
の
意

見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
た
く

さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま

す
。
個
々
の
意
見
へ
の
回
答
は

控
え
て
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

●
募
集
期
間　
１
月
24
日
火
～

２
月
22
日
水

●
提
出
方
法　

氏
名
、
住
所
、

連
絡
先
、
市
外
在
住
の
人
は

市
と
の
関
係
や
利
害
関
係
を

明
記
し
て
く
だ
さ
い

※
様
式
は
自
由
で
す
。

〇
メ
ー
ル
…

　

juutakukoutuu@city.nakama.lg.jp

〇
郵
送
…
住
宅
都
市
交
通
対
策
課

〇
Ｆ
Ａ
Ｘ
…
（
２
４
５
）５
５
９
８

●
応
募
資
格　

市
内
に
在
住
、

通
勤
ま
た
は
通
学
し
て
い
る

人
、
こ
の
計
画
に
利
害
関
係

の
あ
る
個
人
ま
た
は
団
体

●
公
表
資
料
の
閲
覧
場
所

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
役
所
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
住
宅
都
市

交
通
対
策
課
、
東
部
・
西
部
出

張
所
、
中
央
公
民
館
、
市
民
図

書
館
、
働
く
婦
人
の
家
、
ハ
ピ

ネ
ス
な
か
ま
、
人
権
セ
ン
タ
ー

※
休
館
日
、
業
務
時
間
外
は
閲

覧
で
き
ま
せ
ん
。

空家等対策計画（案）に対する意見を募集します
●問合先　住宅都市交通対策課　☎（２４６）６１５５

臨時職員を募集します
●問合先　総務課　☎（２４６）６２３２

　

応
募
し
た
人
は
、
中
間
市
臨

時
職
員
採
用
候
補
者
と
し
て
登

録
し
ま
す
。
登
録
し
た
人
は
、
業

務
の
状
況
に
応
じ
て
採
用
さ
れ

る
め
、
採
用
さ
れ
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
応
募
出
来
な
い
人

〇
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規

定
す
る
欠
格
事
項
に
当
て
は

ま
る
人

〇
平
成
29
年
度
に
在
学
中
の
人

〇
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
で

65
歳
以
上
の
人

●
職

種　
一
般
事
務
補
助
、

保
育
士
、
看
護
師
、
看
護
助

手
、
調
理
補
助
員
、
作
業
員
、

学
校
図
書
館
事
務
、
特
別
教

育
支
援
員
な
ど

●
勤
務
時
間　
８
時
30
分
～
17

時
15
分
、
８
時
30
分
～
15
時

15
分
な
ど

●
賃
金（
日
額
）　

４
、６
０
０

～
６
、２
０
０
円（
一
般
事
務

補
助
の
場
合
）

※
職
種
・
勤
務
時
間
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

※
通
勤
距
離
が
２
㎞
以
上
の
人

は
１
日
に
つ
き
100
円
の
通
勤
費

を
支
給
し
ま
す
。

●
募
集
開
始
日　
１
月
10
日
火

※
４
月
か
ら
の
採
用
は
２
月
３

日
金
ま
で
に
登
録
し
た
人
を
優

先
し
ま
す
。

●
申
込
方
法　
総
務
課
ま
た
は

東
部
・
西
部
出
張
所
に
備
え

付
け
の
臨
時
職
員
登
録
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

写
真
貼
付
の
う
え
提
出
し
て

く
だ
さ
い

※
郵
送
も
可
能
で
す
。

※
免
許
・
資
格
が
必
要
な
職
種

（
保
育
士
な
ど
）は
申
込
時
に

そ
の
写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。
書
類
選
考
の
後
面
接
を
行

い
ま
す
。

※
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

　

登
録
の
更
新

　

登
録
の
有
効
期
限
は
登
録
日

か
ら
１
年
を
経
過
し
た
日
の
属

す
る
年
度
末
ま
で
で
す
。
平
成

28
年
度
に
任
用
さ
れ
た
人
は
、

改
め
て
登
録
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

身
体
障
が
い
者
の
臨
時
職
員

　
（
一
般
事
務
補
助
）を
募
集
し
ま
す

　

身
体
障
が
い
者
の
雇
用
促
進

を
図
る
た
め
、
臨
時
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　
身
体
障
害
者
福

祉
法
第
15
条
に
定
め
る
身
体

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
で
、
自
力
に
よ
る

通
勤
が
で
き
、
介
助
者
な
し

に
職
務
遂
行
が
可
能
な
人

●
申
込
方
法　
臨
時
職
員
登
録

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
写
真
貼
付
、
身
体

障
害
者
手
帳
の
写
し
を
添
付

し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
郵
送
も
可
能
で
す
。
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東小学校で租税教室

中間東小学校６年生の児童が税金についての特別授業を
受けました。「もしも世界から税金がなくなったら」という内
容のＤＶＤを鑑賞。消防や警察の対応やごみの収集、信
号や道路の維持などが全て税金で賄われていて、税金が
無くなると不便な生活が待ち受けていることを学びました。
小学生１人あたりに学費が月70,000 円もかかっていること
にも驚いていました。有意義な課外授業だったようです。

12 ／２
～ボクたちの生活は税金でなりたってるんだ～

九州広場で中間市をＰＲ

福岡市役所前のふれあい広場には、広く九州のPRをする
ために設けられた「九州広場」があり、さまざまなイベント
が催されています。今回は、中間市とみやこ町、那珂川町
が合同でまちのＰＲと物産展を開催しました。中間市はな
かまブランドを中心にした販売ブースと空き家バンクを紹
介するブースに分かれて道行く人に中間市をＰＲ。近くて遠
い中間市を知ってもらう絶好の機会になりました。

12 ／５
～福岡市の中心でなかまを叫ぶ～

西小学校で西校区まちづくり協議会の防災避難訓練と消
防団の火災防ぎょ訓練が合同で行われました。校区の皆さ
んは自治公民館などから西小学校へ避難した後、消防団
の本番さながらの訓練を見学しました。児童は学年ごとに
わかれてＡＥＤや消火器の使い方や煙体験ハウスによる煙
の中での行動の仕方を消防署員から学び、体育館では大
人と一緒に段ボールを使った避難所づくりを行いました。

西小学校避難訓練11／ 26
～いざとなったら子どもだって力になれる～

希望が丘高校サッカー部ユニ新調

全国高校サッカー選手権大会の県予選で惜しくも準決勝で
王者東福岡高校に敗れた希望が丘高校サッカー部。そのユ
ニフォームが新調され、なんとなかっぱが左腕にあしらわれ
ました。この日は、「サポーターも12人目の選手」を意味す
る背番号12のユニフォームが松下市長に送られました。こ
れから始まる新人戦では、中間市民の応援団長なかっぱも
一緒にイレブンと一緒に戦います。

12 ／７
～なかっぱも12人目のメンバーだ～

人権週間・障がい者週間街頭啓発11／ 30

昨年12月の人権週間にイオンなかまで行われた人権と障が
い者福祉の啓発活動。買い物に訪れた皆さんに人権標語
タオルを配り、人権意識の高揚を促しました。あいさつに
立った松下市長は「世の中には小さな差別がたくさん存在す
る。これは差別なんだという感性を磨いてほしい」と訴えま
した。多くの人が気付かずに通り過ぎてしまう小さな差別。
それを伝える工夫が大切なんだと改めて気付かされました。

～人権と障がい者福祉に理解を深めよう～

中間市子ども会育成連絡協議会が全国表彰

小中学生と高校生で構成される中間市子ども会のジュニア
リーダー。月1回の役員会を始め、やっちゃれ祭りやスポ
ーツフェスタなどイベントへの参加、民謡や民舞、太鼓な
ど日本の伝統の継承活動など、長年にわたって実績を積み
上げてきました。その功績が認められ、全国表彰を受けた
ことを松下俊男市長に報告しました。まさに継続は力なり。
中間市の子どもたちのためにこれからも活動を続けます。

11／ 26
～長年の活動の功績が全国で認められた～

昨年、「旭
きょくじつしょうじゅしょう

日小綬章」を受章された村田喜代子さんの講演
会が中央公民館で行われました。村田さんはこれまでにも
「紫

しじゅほうしょう

綬褒章」や「芥川賞」など数多くの賞を受章されていま
す。今回は「ずうっと小説を書いてきた」というテーマで講
演をしていただき、小学生のころから小説を書いているこ
と。本当は脚本家になりたかったことなど、冗談を交えた
話しで訪れた200人以上の人を楽しませました。

村田喜代子講演会12／３
～ずうっと小説を書いてきた～

昨年、世界文化遺産に登録され、現在もなお稼働し続け
ている遠賀川水源地ポンプ室には、普段は立ち入ることが
できません。この日は、そんなポンプ室の敷地内に特別に
入ることができました。あいにくの天気にも関わらず100人
以上の人が訪れ、間近でポンプ室を見上げたり、直接触れ
てみたりと貴重な体験をしていました。また、観光ガイドが
話すポンプ室の歴史に深く聞き入っていました。

ポンプ室限定公開ツアー11／ 27
～敷地内を初公開～
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子
ど
も
の
成
長
は
大
人
の
関
わ
り
方
次
第

　
首
の
す
わ
り
が
遅
い
。
寝
返
り
を
し
な

い
。
離
乳
食
を
食
べ
な
い
。
１
歳
を
過
ぎ

て
も
歩
け
な
い
。
言
葉
が
出
な
い
。
お
ね

し
ょ
が
治
ら
な
い
な
ど
な
ど
。
子
育
て
中

は
本
当
に
心
配
な
こ
と
ば
か
り
で
す
ね
。

持
っ
て
生
ま
れ
た
病
気
や
体
の
機
能
的
な

問
題
は
専
門
の
医
師
の
診
断
の
も
と
治

療
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
大

人
の
関
わ
り
方
で
子
ど
も
の
発
達
が
劇

的
に
変
化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
生
ま
れ
て
す
ぐ
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、
お
な

か
が
空
い
た
ら
泣
き
ま
す
。
う
ん
ち
が
出

た
ら
泣
き
ま
す
。
眠
た
く
な
っ
た
ら
泣
き

ま
す
。
言
葉
が
話
せ
な
い
赤
ち
ゃ
ん
は
泣

い
て
自
分
の
思
い
を
伝
え
ま
す
。
泣
い
て

サ
イ
ン
を
受
け
止
め
て
く
れ
る
大
人（
お

母
さ
ん
）に
安
心
と
信
頼
を
築
く
の
で

す
。
い
く
ら
泣
い
て
も
ミ
ル
ク
も
も
ら
え

ず
オ
ム
ツ
も
替
え
て
も
ら
え
ず
抱
い
て
も

ら
え
な
い
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
る
と
、
や

が
て
赤
ち
ゃ
ん
は
泣
か
な
く
な
り
ま
す
。

こ
ん
な
赤
ち
ゃ
ん
を
サ
イ
レ
ン
ト
ベ
イ
ビ

ー
と
呼
び
ま
す
。

　
ミ
ル
ク
を
あ
げ
る
時
は
「
い
っ
ぱ
い
飲

ん
で
ね
」
オ
ム
ツ
を
替
え
る
時
は
「
う
ん

ち
出
た
ね
。
気
持
ち
悪
か
っ
た
ね
」
と
赤

ち
ゃ
ん
を
見
な
が
ら
声
を
か
け
る
と
、
笑
っ

た
り
怒
っ
た
り
と
反
応
を
示
し
始
め
ま
す
。

離
乳
食
も
無
言
で
口
の
中
に
入
れ
ら
れ
て

も
赤
ち
ゃ
ん
は
お
い
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

「
お
い
し
い
ね
」「
上
手
だ
ね
」
と
語
り
か
け

る
こ
と
で
「
食
べ
物
」
と
「
お
い
し
い
」
を

結
び
つ
け
て
認
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
言
葉
の
発
達
も
そ
う
で
す
。「
ア
ー
」
と

か
「
ダ
ァ
ー
」
と
か
の
喃な

ん

語
は
音
の
認
識

か
ら
発
す
る
よ
う
に
な
り「
ワ
ン
ワ
ン
」「
ニ

ャ
ン
ニ
ャ
ン
」
な
ど
は
大
人
の
言
葉
を
ま
ね

る
こ
と
で
発
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ

し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
単
語
を
経
験
し
習
得

し
て
い
き
、
二
語
文
、
三
語
文
を
発
す
る

よ
う
に
な
り
簡
単
な
受
け
答
え
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
全
て
は
大
人
の
関
わ

り
方
で
子
ど
も
は
成
長
し
発
達
す
る
の
で

す
。
目
を
見
な
い
、
話
し
か
け
な
い
、
抱

っ
こ
し
な
い
大
人
に
問
題
が
あ
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
は
親
を
見
て
育
ち
ま
す
。

２
～
３
歳
に
な
る
と
親
を
真
似
て
着
替
え

な
ど
も
自
分
で
し
た
が
り
ま
す
。
お
し
ゃ
べ

り
も
活
発
に
な
り
ま
す
が
、
全
て
を
言
葉

で
は
伝
え
ら
れ
な
い
の
で
、
叩
い
た
り
噛
み

つ
い
た
り
し
ま
す
。
噛
ま
れ
て
痛
み
を
自
分

で
知
り
ま
す
。
こ
の
時
期
は
大
人
が
ち
ょ
っ

と
待
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
少
し
だ
け
手
を

貸
し
て
子
ど
も
が
す
る
の
を
待
つ
。そ
し
て
、

助
け
を
求
め
て
振
り
返
っ
た
時
、
そ
こ
に

受
け
止
め
て
く
れ
る
大
人
が
居
る
こ
と
で

子
ど
も
は
安
心
し
て
成
長
出
来
る
の
で
す
。

平
成
28
年
度
の
特
定
健
診
は

受
け
ま
し
た
か

　

40
～
74
歳
で
中
間
市
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
年
度
に
１
回
、

無
料
で
特
定
健
診
を
受
診
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

特
定
健
診
は
、
20
項
目
以
上
の
検
査

を
実
施
す
る
た
め
、
生
活
習
慣
病
に
な

る
リ
ス
ク
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま

す
。
定
期
的
に
通
院
中
の
人
も
特
定
健

診
の
対
象
で
す
。

●
特
定
健
診
実
施
医
療
機
関　

市
内
、

遠
賀
郡
内
、
北
九
州
市
内
の
実
施
医

療
機
関

●
受
診
方
法　
医
療
機
関
に
直
接
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い

※
北
九
州
市
内
の
医
療
機
関
で
受
診
を

希
望
す
る
人
は
、
受
診
の
前
に
保
健
セ

ン
タ
ー
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
診
に
は
、
保
険
証
と
特
定
健
診
受

診
券（
４
月
下
旬
に
郵
送
し
た
ピ
ン
ク

色
の
用
紙
）が
必
要
で
す
。
受
診
券
が

な
い
人
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
国
保
の
資
格
を
喪
失
し
た
後

に
特
定
健
診
を
受
診
す
る
と
実
費
負
担

に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
健
診
内
容　
問
診
、
診
察
、
身
体
計

測
、
血
圧
、
血
液
検
査（
血
糖
、
血
中

脂
質
、
肝
機
能
、
腎
機
能
）、
尿
検
査
、

心
電
図
検
査

※
医
師
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
、
貧

血
検
査
、
眼
底
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

●
実
施
締
切　
３
月
31
日
金

●
問
合
先　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
６
）１
６
１
１

入
院
の
一
部
負
担
金
の
免
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
中
で
、
災
害
、

疾
病
に
よ
る
収
入
の
減
少
、
失
業
な
ど

の
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
生
活
が

困
難
に
な
っ
た
場
合
、
次
の
全
て
に
当

て
は
ま
る
人
は
、
入
院
の
一
部
負
担
金

の
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〇
入
院
療
養
を
受
け
る
人
が
い
る
世
帯

で
あ
る
こ
と

〇
世
帯
全
員
の
収
入
総
額
が
基
準
生
活

費
以
下
で
あ
る
こ
と

〇
預
貯
金
が
基
準
生
活
費
の
３
月
分
以

下
で
あ
る
こ
と

※
基
準
生
活
費
と
は
生
活
保
護
法
に
定

め
ら
れ
て
い
る
、
生
活
扶
助
、
教
育
扶

助
、
住
宅
扶
助
の
合
計
額
に
10
分
の
11

を
乗
じ
て
得
た
額
で
す
。

●
問
合
先　
健
康
増
進
課

国保だより

健康増進課
☎（２４６）６２４６

い
ろ
い
ろ
な
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
方
法

２
年
前
納
制
度
を
知
っ
て
い
ま
す
か

●
２
年
前
納（
口
座
振
替
）の
メ
リ
ッ
ト

〇
２
年
間
で
１
万
５
千
円
程
度
の
割
引

と
な
り
ま
す

〇
２
年
前
納
分
の
全
額
が
そ
の
年
の
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す

〇
口
座
振
替
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

納
め
忘
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
、
口
座
振
替
に

加
え
て
現
金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納

付
に
つ
い
て
も
、
割
引
額
が
大
き
い
２

年
前
納
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
申
し
込
み
期
限
は
毎
年
２
月
末

ま
で
で
す
。

　

詳
し
く
は
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

後
納
制
度（
保
険
料
の
納
付
可
能
期
間
の

延
長
）の
お
知
ら
せ

　

保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
か
っ
た
場
合

や
、
届
出
を
忘
れ
た
こ
と
で
国
民
年
金

の
資
格
期
間
が
な
い
人
は
、
年
金
の
受

給
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
年
金
そ
の

も
の
が
受
給
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
ら
な
い
た
め

に
、
過
去
５
年
ま
で
に
納
め
ら
れ
な
か

っ
た
保
険
料
は
、
後
納
制
度
を
利
用
す

る
と
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
後

納
制
度
が
利
用
で
き
る
の
は
平
成
30
年

９
月
30
日
ま
で
で
す
。
後
納
制
度
の
利

用
を
希
望
す
る
人
は
早
め
の
申
込
が
大

切
で
す
。

　

た
だ
し
、
す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
を

受
給
し
て
い
る
人
や
、
65
歳
以
上
で
老

齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
が
あ
る
人
は
、

後
納
制
度
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

●
問
合
先　
八
幡
年
金
事
務
所

　
☎（
６
３
１
）７
９
６
６

年金ニュース

市民課
☎（２４６）６２４０

子育てコラム

子育て支援センター
☎（２４５）５５５７

福 祉 の 輪
みんながつながる

専
門
相
談
支
援
員
が

生
活
の
困
り
ご
と
を
解
決

　

市
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
は
、
中
間

市
に
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
の
生
活
の
困

り
ご
と
を
一
緒
に
解
決
し
た
り
、
適
切

な
窓
口
を
紹
介
し
た
り
す
る
事
業
所
で

す
。
社
会
福
祉
士
や
精
神
保
健
福
祉
士
、

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
の
専
門

の
相
談
支
援
員
が
無
料
で
相
談
を
受
け

ま
す
。

　

今
年
度
は
約
160
件
の
相
談
を
受
け
付

け
ま
し
た
。
相
談
の
内
容
は
「
仕
事
が

決
ま
ら
な
い
」「
履
歴
書
の
書
き
方
が

分
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
仕
事
の
相
談

や
、「
借
金
を
何
と
か
し
た
い
」「
生
活

が
苦
し
い
」
と
い
っ
た
お
金
の
相
談
、

そ
の
ほ
か
に
も
家
族
関
係
や
介
護
の
相

談
な
ど
、
生
活
に
関
す
る
全
般
的
な
相

談
な
ど
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
関
わ
っ
た
事
例
を
少
し
紹
介

し
ま
す
。

　

60
代
の
男
性
で
１
人
暮
ら
し
。
こ
れ

ま
で
仕
事
を
し
な
が
ら
生
計
を
立
て
て

い
ま
し
た
が
、
体
調
悪
化
に
よ
り
離
職
。

自
身
で
仕
事
を
探
す
も
な
か
な
か
仕
事

が
決
ま
ら
ず
、
県
外
在
住
の
兄
弟
と
も

疎
遠
に
な
っ
て
お
り
、
知
人
に
生
活
費

の
借
金
を
し
な
が
ら
生
活
を
し
て
い
ま

し
た
。

　

市
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ま

ず
は
生
活
の
立
て
直
し
の
た
め
に
生
活

の
状
況
や
家
計
の
状
況
を
１
つ
１
つ
確

認
し
て
い
き
、
年
金
受
給
の
手
続
き
を

一
緒
に
行
い
ま
し
た
。

　

体
調
が
思
わ
し
く
な
い
様
子
が
見
ら

れ
た
の
で
病
院
受
診
に
同
行
し
、
介
護

保
険
の
申
請
手
続
き
も
行
い
ま
し
た
。

県
外
の
兄
弟
に
も
連
絡
を
と
っ
て
関
係

修
復
を
図
り
、
定
期
的
に
連
絡
を
取
り

合
う
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
と
も

に
本
人
の
希
望
に
沿
っ
た
生
活
を
支
え

ら
れ
る
よ
う
に
、
今
も
継
続
し
て
支
援

を
し
て
い
ま
す
。

　

お
困
り
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ま
ず

は
気
軽
に
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
専
門
の
相
談
員
が
皆
さ
ん

の
困
り
ご
と
を
解
決
し
ま
す
。

　

な
お
、
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
い
た

だ
く
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
出
張
相

談
も
可
能
で
す
。

中
間
市
市
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

●
時

間　
９
時
～
17
時

※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年

始
は
休
み
で
す
。

●
住

所　
中
間
二
丁
目
10
‐
１

解決します
生活の困りごと

市民生活相談センター
☎（２４６）１０３０

※出張相談も可能です。相談は
要予約です。
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ちいさなこころで
はぐくむ人権

子どもたちが感じた人権の
カタチ。作文をとおして、
もう一度人権について考え
てみませんか。

人に対するやさしさに
はたくさんの形がある
ことがわかりました。声
掛け、手助け、見守り…。
いろんなやさしさを身
に付けられるといいな。

中間東小学校５年
高橋 あげはさん

　「
見
守
る
や
さ
し
さ
」

　
「
あ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
あ
ぶ
な

い
な
ぁ
…
」
お
父
さ
ん
が
自
動
車
の

運
転
中
、
信
号
待
ち
を
し
て
い
る

時
に
つ
ぶ
や
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
わ
た
し
た
ち
家
族
が
町

で
見
か
け
た
あ
る
日
の
光
景
で
す
。

　
ふ
と
見
る
と
、
白
い
つ
え
を
つ
い

た
、
お
ば
あ
さ
ん
が
、
横
だ
ん
歩
道

を
わ
た
っ
た
後
車
道
に
出
そ
う
な
感

じ
で
歩
い
て
い
ま
し
た
。
お
母
さ
ん

が
「
あ
の
人
、
白
い
つ
え
を
つ
い
て

い
る
か
ら
、目
が
、ふ
自
由
な
ん
だ
よ
」

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、

「
助
け
た
い
け
ど
で
き
な
い
。
だ
れ
か

助
け
て
あ
げ
ら
れ
な
い
か
な
…
」
と

思
っ
て
い
る
と
、
横
だ
ん
歩
道
で
お

ば
あ
さ
ん
と
す
れ
ち
が
っ
た
、
自
転

車
に
乗
っ
た
お
兄
さ
ん
が
お
ば
あ
さ

ん
の
所
ま
で
も
ど
っ
て
来
て
、
い
っ

た
ん
自
転
車
を
置
き
、
歩
道
ま
で
手

を
ひ
き
も
ど
し
て
あ
げ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
お
ば
あ
さ
ん
が
無
事
に
歩
道

を
進
む
の
を
か
く
に
ん
す
る
と
、
角

を
曲
が
っ
て
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
と
、「
あ
の
お
兄
ち
ゃ
ん
、

や
さ
し
い
ね
ぇ
」
と
話
し
て
い
る
と
、

自
転
車
の
お
兄
さ
ん
が
、
ま
た
ふ
ら

り
と
も
ど
っ
て
来
て
お
ば
あ
さ
ん
の

せ
な
か
を
じ
っ
と
見
守
っ
て
い
ま
し

た
。
わ
た
し
た
ち
は
二
度
び
っ
く
り

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
わ
ざ
わ
ざ
反

対
方
向
に
も
ど
っ
て
来
て
、
そ
の
後
、

ち
ゃ
ん
と
歩
け
て
い
る
か
ま
で
、
か

く
に
ん
し
て
い
る
な
ん
て
す
ご
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
わ
た
し
た
ち
は
ほ
っ
こ

り
あ
っ
た
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。
お
兄
さ
ん
の
や
さ
し
い
心
が
お

ば
あ
さ
ん
を
ほ
っ
と
け
な
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
声
を
か
け
、
手
を
ひ
く

や
さ
し
さ
も
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
が
、

「
遠
く
か
ら
見
守
る
や
さ
し
さ
も
あ
る

ん
だ
な
ぁ
…
」
と
思
い
ま
し
た
。

　
何
気
な
い
日
じ
ょ
う
の
一
場
面
で

し
た
が
、
わ
た
し
た
ち
家
族
は
感

動
し
、
と
て
も
良
い
気
分
、
そ
し
て

勉
強
に
な
る
一
日
で
し
た
。

　
わ
た
し
は
、
ひ
か
え
め
な
せ
い
か

く
な
の
で
ど
ん
ど
ん
前
に
出
る
こ

と
は
出
来
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、あ
の
お
兄
さ
ん
の
よ
う
に
、『
見

守
る
や
さ
し
さ
』
を
ま
ね
で
き
た
ら

い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

三菱重工業 (株 )長崎造船所第三船渠
きょ

の北の丘の上に
建つ木造洋館です。長崎造船所の迎賓館として使用され
ている建物で、1904（明治37）年に落成しました。翌年、
軍艦千代田艦長の東伏見宮依

よりひと

仁親王殿下がご宿泊され
た際に、「風光景勝を占める」という意味で占勝閣と命名
されました。建物は延べ床面積約 800㎡（約242坪）の
２階建てで、１階には食堂や応接室、書斎などがあります。
２階には寝室やホールなどがあり、主な調度類は当時の
最高級英国製品を輸入したものです。

三菱長崎造船所
占勝閣（非公開）

世
界
遺
産
で

な
か
ま
に

な
ろ
う 遠賀川水源地ポンプ室の世界遺産

仲間を紹介します。

●場 所　長崎市飽の浦町（非公開）
※施設は長崎造船所内にあるため公開していません。

■
事
例

　
パ
ソ
コ
ン
で
サ
イ
ト
検
索
中

に
突
然
ア
ラ
ー
ム
音
が
鳴
り
だ

し
、「
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
し
ま
し

た
。
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
す
ぐ

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い

う
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
表
示
さ

れ
た
。
慌
て
て
表
示
さ
れ
た
電

話
番
号
に
電
話
す
る
と
、
片
言

の
日
本
語
を
話
す
人
物
が
出
て

「
パ
ソ
コ
ン
が
ウ
ィ
ル
ス
感
染
し

て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
情
報
が
盗
ま
れ
る
。

除
去
す
る
た
め
に
は
１
万
２
千

円
必
要
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

か
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
払
い
に

な
る
」
と
説
明
さ
れ
た
。

　

不
審
に
思
い
電
話
を
切
り
、

自
分
の
ウ
ィ
ル
ス
ソ
フ
ト
会
社

へ
フ
ル
ス
キ
ャ
ン
し
て
も
ら
っ
た

が
感
染
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

■
ア
ド
バ
イ
ス

　
こ
の
警
告
の
画
面
と
ア
ラ
ー

ム
は
、
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
に
よ
る

も
の
で
は
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
特
定
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク

セ
ス
し
た
こ
と
が
原
因
で
表
示

さ
れ
た
も
の
で
す
。
ウ
ィ
ル
ス
の

検
出
そ
の
も
の
が
偽
り
で
あ
り
、

ウ
ィ
ル
ス
の
削
除
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

　

ニ
セ
警
告
画
面
が
繰
り
返
し

表
示
さ
れ
、
ブ
ラ
ウ
ザ
を
終
了

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

ブ
ラ
ウ
ザ
や
パ
ソ
コ
ン
の
強
制

終
了
を
す
れ
ば
パ
ソ
コ
ン
は
正

常
に
戻
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
番
号
を
教
え
た
り
、
パ
ソ
コ

ン
遠
隔
操
作
ソ
フ
ト
を
イ
ン
ス

ト
ー
ル
し
て
遠
隔
操
作
さ
れ
た

り
す
る
被
害
も
発
生
し
て
い
ま

す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済

し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
へ
申
し
出
を

し
ま
し
ょ
う
。

　

困
っ
た
と
き
は
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

消費生活センター　☎（２４６）５１１０

くらしのミカタ

「ウィルスに感染しました」との
ニセ警告に注意しましょう

全国の消費生活センターに寄せられる相談の一部
を紹介します。

冬
の
省
エ
ネ
は「
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
」

　

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
は
、
暖
房
の
室

温
を
20
℃
に
し
て
快
適
に
過
ご
す

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
推
奨
す
る
取

り
組
み
で
す
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
少
し
見
直
す
だ
け
で
、
無
駄
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
節
約
し
て
温
暖
化

を
防
止
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

「
衣
」
の
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ

〇
首
・
手
首
・
足
首
の
「
３
つ
の
首
」

で
暖
ま
る
…
マ
フ
ラ
ー
や
手
袋
、

レ
ッ
グ
ウ
ォ
ー
マ
ー
で
太
い
血
管

が
あ
る
部
分
を
温
め
る
こ
と
で

体
全
体
が
温
ま
り
ま
す

〇「
素
材
」
で
暖
ま
る
…
機
能
性
素

材
の
下
着
や
、
セ
ー
タ
ー
や
ジ

ャ
ケ
ッ
ト
を
身
に
付
け
る
こ
と

で
、
着
ぶ
く
れ
を
防
い
で
ス
マ
ー

ト
な
着
こ
な
し
が
楽
し
め
ま
す

〇
ち
ょ
っ
と
「
羽
織
っ
て
」
暖
ま
る

…
寒
い
と
感
じ
た
と
き
の
た
め
、

さ
っ
と
羽
織
っ
て
防
寒
で
き
る
ス

ト
ー
ル
や
ひ
ざ
掛
け
が
１
枚
あ

る
と
便
利
で
す

「
食
」
の
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ

〇
冬
と
言
え
ば
！
「
鍋
」
で
暖
ま

る
…
家
族
や
友
人
と
会
話
を
楽

し
み
な
が
ら
食
べ
る
鍋
は
、
体

も
室
内
も
暖
ま
る
最
強
フ
ー
ド
。

鍋
か
ら
の
湯
気
に
よ
る
加
湿
効

果
で
体
感
温
度
が
さ
ら
に
上
昇

し
、
寒
さ
を
感
じ
に
く
く
な
り

ま
す
。
み
ん
な
で
１
つ
の
部
屋
で

集
ま
っ
て
食
べ
る
の
で
、
余
計
な

照
明
や
暖
房
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
使
わ
ず
に
済
み
ま
す

〇
旬
の
「
食
材
」
で
暖
ま
る
…
冬

が
旬
の
根
菜
類
に
は
体
を
温
め

る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
地
産
地

消
の
食
材
を
使
う
と
流
通
段
階

で
消
費
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

削
減
も
出
来
ま
す

〇「
飲
み
物
」
で
暖
ま
る
…
ホ
ッ
ト

蜂
蜜
ジ
ン
ジ
ャ
ー
や
コ
コ
ア
、
ゆ

ず
茶
、
葛
湯
な
ど
、
暖
か
い
飲

み
物
で
体
も
気
持
ち
も
暖
ま
り

ま
す
。
美
容
に
も
お
勧
め
で
す

「
住
」
の
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ

〇
温
度
や
湿
度
を「
チ
ェ
ッ
ク
し
て
」

暖
ま
る
…
同
じ
部
屋
に
い
る
と

実
際
よ
り
も
寒
く
感
じ
た
り
温

か
く
感
じ
た
り
し
ま
す
。
温
度

や
湿
度
を
「
見
え
る
化
」
す
る

こ
と
で
寒
暖
調
節
が
し
や
す
く

な
り
ま
す

〇
「
窓
」
で
暖
ま
る
…
冬
場
の
暖

か
い
空
気
の
50
％
は
窓
か
ら
逃

げ
ま
す
。
断
熱
シ
ー
ト
や
厚
手

の
カ
ー
テ
ン
、
二
重
サ
ッ
シ
な
ど

で
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う

　

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
の

国
民
運
動
「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ　

Ｃ
Ｈ
Ｏ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
詳

し
く
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

〇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
…

　

http://ondankataisaku.env.
go.jp/coolchoice/

や
っち

ゃれ環境

み
んな

で考
えよう　地球の未来

環

境保全課（２４５）５
３０

０

平成28年度のもえるごみの搬入量は、対27年度比３％の減
量を目標にしています。ごみの減量化・資源化にご協力を
お願いします。

もえるごみの搬入量状況

28 年度 27 年度 前年当月比 増減率

11 月 884,700㎏ 828,190㎏ 56,510㎏ 6.8％

累計 7,306,300㎏ 7,498,190㎏ △ 191,890㎏ △ 2.6％

優秀賞に輝きました

今年度行われた全国中学生
人権作文コンテストで、学校の
平和学習の中で学んだ本当の戦
争の恐ろしさとそれを絶対に風
化させてはいけないという強い
思いを書いた釘宮悠

ゆ う な

菜さん（左）
と、家族でホームレス支援を行
った時の実体験に基づいた使命
感を書いた中西莉

れ な

菜さん。それ
ぞれ県と北九州地区の優秀賞に
選ばれ、12月13日に中間北中

学校で表彰されました。
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History

第 59 回

　

土
師
武
貞
は
、
垣
生
村
の
庄
屋
、

土
師
友
次
郎
武
久
の
長
男
と
し
て
、

１
８
３
２
（
天
保
３
）年
に
生
ま
れ
ま

し
た
。
父
の
跡
を
継
い
だ
武
貞
は
、

１
８
６
８
（
明
治
元
）年
に
垣
生
村
庄

屋
と
な
り
、
１
８
７
３
（
明
治
６
）年

か
ら
３
年
間
遠
賀
郡
の
戸
長
を
務
め

ま
し
た
。

　
戸
長
を
務
め
て
い
た
１
８
７
３（
明

治
６
）年
に
は
、
筑
前
竹
槍
一
揆
が
発

生
し
、
長
津
村
な
ど
近
隣
の
戸
長
宅

は
焼
打
ち
に
あ
い
ま
し
た
が
、
武
貞

は
機
転
を
利
か
せ
て
一
揆
勢
に
炊
き

出
し
を
行
っ
た
た
め
、
自
宅
の
焼
打

ち
を
免
れ
た
と
の
逸
話
が
残
っ
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
武
貞
は
１
８
７
８
（
明
治

11
）年
に
実
施
さ
れ
た
、
第
１
回
福

岡
県
会
議
員
選
挙
に
当
選
し
、
遠

賀
郡
選
出
で
初
め
て
の
福
岡
県
会

議
員
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

１
８
８
９
（
明
治
22
）年
に
底
井
野
村

が
発
足
し
た
際
は
、
初
代
村
長
に
就

任
し
、
１
８
９
８
（
明
治
31
）年
に
は

再
度
福
岡
県
会
議
員
に
な
る
な
ど
、

政
治
家
と
し
て
も
活
躍
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
武
貞
は
伊
藤
常
足
の
門
下

と
し
て
文
学
や
歌
道
に
精
進
し
て
お

り
、
３
、３
５
５
首
を
ま
と
め
た
歌

集
「
菅
屋
集
」
全
６
巻
を
編
纂
す
る

な
ど
、
非
常
に
多
才
な
人
物
で
あ
っ

た
と
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
後
、「
続
岡
県
集
」
を
編
纂

中
の
１
９
０
１
（
明
治
34
） 

年
９
月

に
、
武
貞
は
70
歳
で
こ
の
世
を
去
り

ま
し
た
。

知られざる中間の歴史を
ひも解きます。
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下
野 

惠
助
選

短 

歌

午
後
の
雨
少
し
艶
め
く
鉢
み
か
ん

　
　
　
桜
台
二
丁
目	

吉
　
田
　
織
　
恵

夫つ
ま

の
待
つ
傘
に
小
走
り
夕
し
ぐ
れ

　
　
　
朝
霧
一
丁
目	
八
　
汐
　
律
　
子

箱
み
か
ん
一
番
上
に
器
量
よ
し

　
　
　
弥
生
一
丁
目	

升
　
水
　
恵
美
子

日
溜
り
や
落
葉
嵩か

さ

増
す
無
人
駅

　
　
　
扇
ケ
浦
四
丁
目	

是
　
松
　
喜
美
江

冬
銀
河
震
災
の
地
へ
行
け
ぬ
ま
ま

　
　
　
鍋
山
町	

岩
　
下
　
マ
ス
子

コ
ス
モ
ス
愛
句
会

俳 
句

夕
暮
れ
の
さ
み
し
い
秋
は
酒
が
友

　
　
　
中
間
三
丁
目	

花
　
川
　
民
　
子

天
高
く
歩
く
靴
音
機
嫌
い
い

　
　
　
弥
生
一
丁
目	

大
　
住
　
久
　
子

鍋
の
中
野
菜
高
値
で
色
冴
え
ぬ

　
　
　
弥
生
二
丁
目	

永
　
石
　
ス
ミ
子

何
食
べ
る
作
れ
な
い
け
ど
聞
い
て
み
る

　
　
　
中
間
三
丁
目	

仰
　
木
　
孝
　
子

鈍
い
音
昭
和
を
共
に
生
き
た
井
戸

　
　
　
通
谷
一
丁
目	

田
　
中
　
の
ぶ
こ

吉
富 

廣 

選

川 

柳

文芸歳時記
語
ら
え
ば
マ
イ
ナ
ス
思
考
と
人
は
言
う
い
い
で
は
な
い
か
私
の
個
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
央
三
丁
目	

掛
　
田
　
清
　
香

敬
老
会
も
て
な
す
人
も
受
く
る
人
も
悲
喜
交
交
の
人
生
見
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
谷
二
丁
目	

山
　
下
　
純
　
子

み
か
ん
の
黄
に
う
す
む
ら
さ
き
の
萩
の
花
枝し

だ
れ
か
か
り
て
秋
色
探
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
手
ノ
内
一
丁
目	

岡
　
本
　
マ
キ
子

過
ぎ
去
り
し
悲
喜
こ
も
ご
も
の
想
い
出
は
走
馬
灯
に
似
て
脳の

う

り裡
を
巡
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
四
丁
目	

吉
　
岡
　
比
呂
己

次
男
背
に
買
ひ
物
帰
り
の
阪
の
道
「
だ
っ
こ
だ
っ
こ
」
と
長
男
の
泣
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
扇
ヶ
浦
二
丁
目	

高
　
田
　
厚
　
子

土は

じ師　

武た

け

さ

だ貞

～
底
井
野
村
初
代
村
長
～

注
目
の
本

特
集
展
示　
　
　
　
　
　
　

「
あ
た
ら
し
い
１
年
は
毎
日
の

健
康
か
ら
」

　
１
年
の
目
標
や
計
画
は
、
ま

ず
は
毎
日
の
健
康
か
ら
。
素
敵

な
１
年
に
な
る
よ
う
に
、
健
康

を
応
援
す
る
本
を
集
め
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト

　

医
療
講
座　
　
　
　
　
　

　
「
転
倒
予
防
に
つ
い
て
〜

　

予
防
と
し
て
行
え
る
健
康

　

体
操
〜
」

　

市
立
病
院
副
院
長
の
力
丸

俊
一
さ
ん
に
よ
る
お
話
で
す
。

●
日

時　
１
月
27
日
金・

14
時
～
15
時

●
定

員　
30
人

●
申
込
方
法　
窓
口
、
電
話

●
申
込
開
始
日　
１
月
11
日
水

　
西
川
幸
夫
淡
彩
画
展

「
杉
田
久
女
作
品
集
」

●
期

間　

１
月
７
日
土

～
31
日
火

※
最
終
日
は
16
時
ま
で
で
す
。

　

図
書
館
利
用
者
満
足
度　

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

図
書
館
で
ア
ン
ケ
ー
ト
用

紙
の
配
付
と
回
収
を
行
い
ま

す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
期

間　

２
月
１
日
水

～
28
日
火

　

読
書
会　
　
　
　
　
　
　

　
「
あ
な
た
の
心
に
残
る
１
冊
」

●
日

時　
２
月
17
日
金・

10
時
～
正
午

●
申
込
方
法　
窓
口
、
電
話

●
申
込
開
始
日　
１
月
20
日
金

　

い
ず
れ
も

●
場

所　
市
民
図
書
館

図書館だより

中間市民図書館

問 合 先　市民図書館
　☎（２４５）４６６４

住 所　蓮花寺三丁目１-２

休 館 日　１月16日月、23日月、
25日水、30日月、２月６日月

開館時間　９時30分～19時

市民図書館のおすすめの本
やイベントを紹介するよ。
みんな遊びに来てね。

幸せのプチ
（一般書）

朱川 湊人・著

都電が走るこの下町には、白い
野良犬の “ 妖精 ”がいる。生活
感が溢れ、地味なくせに騒 し々
い迷路のような路地。そこに生
き、通り過ぎた人たちの心あた
たまる６つの物語。

しちふくじん

明日は、かくし芸大会。友だち
は山手線の駅を全部言ったりで
きるのに、ぼくはなにもできない。
棚に飾ってあった七福神さまを
見たぼくが、「助けて神さま～」
と叫ぶと…。

立川志の輔・さく / 中川学・え

（児童書）

問 合 先　生涯学習課
　☎（２４６）６２２４

体育の時間
スポーツで輝く人やチームのほか、市内や周辺地域で開催される
スポーツイベントなどを紹介します。

土師　武貞氏の写真（明治時代）

2016　中間市スポーツの祭典

「こんなスポーツやったことない」を体感

●問合先　体育協会・ミズノグループ
　（２４６）２８００

昨年12月18日に開催された
「スポーツの祭典」。主に子ど
もを対象にしたニュースポー
ツプログラムが行われ、親子
連れでにぎわいました。「見た
ことはあるけどやったことがな
い」ボルダリングにたくさんの
子どもたちが挑戦し、果敢に
登っていく様子に保護者の皆

さんは驚いていました。また、
幼児を対象にした「忍者学校」
では、子どもたちが、忍者に
扮したスタッフに真剣に忍術
を教わっていました。忍術と
は言え、ち密に計算された運
動プログラム。何か１つでも楽
しく感じて、スポーツの可能性
を広げてくれたらいいですね。
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子
ど
も
の
冬
な
ら
で
は
の

事
故
に
注
意
を

　

冬
は
暖
房
器
具
な
ど
を
使
用
す

る
機
会
が
増
え
、
事
故
発
生
件
数

も
増
え
ま
す
。
ス
ト
ー
ブ
や
ヒ
ー
タ

ー
、
加
湿
器
に
触
れ
て
の
や
け
ど
、

こ
た
つ
の
中
で
の
脱
水
症
状
、
コ
ー

ド
や
こ
た
つ
布
団
な
ど
に
足
を
引
っ

掛
け
て
の
転
倒
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

事
故
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。

　

事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
ス
ト
ー

ブ
や
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
床
に
置
く
タ

イ
プ
の
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
と

き
は
安
全
柵
を
利
用
す
る
な
ど
し

て
子
ど
も
が
近
づ
か
な
い
よ
う
に

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
子
ど

も
は
湯
気
や
音
に
興
味
を
示
す
こ

と
が
あ
る
た
め
、
ス
ト
ー
ブ
の
上
に

や
か
ん
や
鍋
を
置
か
な
い
よ
う
に

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
蒸
気
の
出

る
加
湿
器
な
ど
を
使
用
す
る
時
は

ベ
ビ
ー
ゲ
ー
ト
を
利
用
す
る
な
ど

し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
祖
父
母
や
親
戚
の
家
な

ど
に
出
掛
け
る
機
会
が
増
え
る
時

期
で
す
。
使
い
慣
れ
て
い
な
い
暖
房

器
具
や
電
化
製
品
な
ど
は
保
護
者

も
危
険
性
を
認
識
し
づ
ら
い
も
の

で
す
。
外
出
先
で
は
特
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

赤
ち
ゃ
ん
の
運
動
発
達
に
つ
い
て

子
育
て
講
座
を
行
い
ま
す

　

赤
ち
ゃ
ん
の
運
動
機
能
の
発
達

は
、
頭
か
ら
始
ま
り
身
体
の
下
方

向
へ
進
み
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
目

→
首
→
腕
→
腰
→
足
の
順
番
で
発

達
が
進
み
ま
す
。
首
が
す
わ
っ
て
か

ら
お
す
わ
り
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
、
１
人
で
立
て
る
よ
う
に
な
る
と

い
う
こ
と
が
一
般
的
な
成
長
の
流
れ

に
な
り
ま
す
。

　

１
月
と
２
月
の
す
く
す
く
あ
か

ち
ゃ
ん
広
場
で
は
、
子
ど
も
の
運

動
発
達
に
詳
し
い
作
業
療
法
士
に

よ
る
子
育
て
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
月
齢
に
応
じ
た

運
動
発
達
の
促
し
方
を
学
び
た
い

人
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

す
く
す
く
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場　

　
（
子
育
て
講
座
開
催
日
）

●
対

象　
１
歳
未
満
の
子
ど
も

●
期

日　
１
月
16
日
月
、
２

月
６
日
月

　

１
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
を
対
象

に
わ
ん
ぱ
く
広
場
も
毎
月
行
っ
て

い
ま
す
。
す
く
す
く
あ
か
ち
ゃ
ん

広
場
、
わ
ん
ぱ
く
広
場
で
は
親
子

遊
び
、
保
護
者
同
士
の
交
流
、
育

児
相
談
、
身
長
・
体
重
の
測
定
も

行
っ
て
い
ま
す
。
計
測
を
希
望
す

る
人
は
母
子
手
帳
と
バ
ス
タ
オ
ル

を
持
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

わ
ん
ぱ
く
広
場

●
対

象　
１
歳
以
上
の
子
ど
も

●
期

日　
１
月
17
日
火
、
２

月
７
日
火

　

い
ず
れ
も

●
時

間　
10
時
～
11
時
30
分

（
受
付
は
９
時
30
分
～
）

●
場

所　
保
健
セ
ン
タ
ー

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

な
か
ま

健康ファミリー

保健センター
ＴＥＬ　（２４６）１６１１
ＦＡＸ　（２４６）３０２４
genki@city.nakama.lg.jp

２月の子育てカレンダー

３日金 １歳６か月児健診 受付13:00 ～ 13:30

６日月 すくすくあかちゃん広場 10:00 ～ 11:30

７日火 わんぱく広場 10:00 ～ 11:30

15日水 ７か月・８か月児健診 受付13:00 ～ 13:30

16日木 ４か月児健診 受付13:00 ～ 13:30

23日木 ３歳児健診 受付13:00 ～ 13:30

なかマルシェ
中間の街を散歩してみつけたスポットを紹介します。
「この店を紹介してほしい」といった声も募集中です。
応募は広報広聴係宛にメールでご紹介ください。
メールアドレス…koho@city.nakama.lg.jp

野菜と豆腐中心のヘルシー料理

　「野菜と豆腐を使用した健康
的な料理をお届けしたい」そ
んな思いが込められたカフェ
が昨年８月にオープン。腕を
振るうオーナーシェフは、ホ
テルやフレンチレストランで
27 年間修業を重ねた本格派。
おいしいのはもちろん、地産
地消にこだわった安心安全で
健康的なメニューに加え、座
敷席やキッズスペースも完備
されているとあって、女子会・
ママ会にピッタリです。
　どれもこだわりの逸品です
が、その中でもオススメなの

は外はパリパリ、中はふわふ
わの豆腐ハンバーグ。ヘルシ
ーなのに食べ応えがあると大
人気です。夜限定のふわふわ
トロトロのオムライスも一度
食べてみる価値ありですよ。

Cafe & Food Labo 蒲
た ん ぽ ぽ

公英

①　�ごぼうは洗って粗みじん切りにし、はんぺんも粗みじん切りに、小ねぎは小
口切りにする。

③　�フライパンにごま油を熱し、②の両面を焼く。

②　�鶏ひき肉・ごぼう・はんぺん・小ねぎに小麦粉を加えて混ぜ合わせ、手の
ひらにサラダ油を付け好みの大きさに平たく丸める。

作り方

鶏ひき肉…120g
ごぼう…80g
はんぺん…１枚（70g）
小ねぎ…１本
小麦粉…大さじ１
ごま油…小さじ２
しょうゆ…大さじ１
みりん…大さじ１
サラダ油…適量

材料（２人分）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、「
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
」
に
よ
っ
て
起

こ
る
感
染
症
で
す
。
１
度
流
行
す

る
と
短
期
間
で
多
く
の
人
に
感
染

が
拡
が
り
ま
す
。
日
本
で
は
、
例

年
12
月
～
３
月
ご
ろ
が
流
行
シ
ー

ズ
ン
で
す
。
特
徴
と
し
て
は
、「
突

然
起
こ
る
」
こ
と
、
症
状
と
し
て

「
38
℃
以
上
の
高
熱
」「
の
ど
の
痛

み
や
鼻
水
な
ど
、
上
気
道
の
症
状
」

「
全
身
に
起
こ
る
だ
る
さ
・
関
節
痛
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
ど
う
か
を

調
べ
る
に
は

　

迅
速
診
断
キ
ッ
ト
を
使
っ
て
調

べ
ま
す
。
咽
頭（
喉
の
奥
）も
し
く
は

鼻
腔（
鼻
の
奥
）の
粘
膜
を
ス
ワ
ブ

（
先
に
細
い
ス
ポ
ン
ジ
の
よ
う
な
も

の
が
つ
い
た
採
取
器
具
）で
こ
す
り
、

検
体
を
採
取
し
ま
す
。
診
断
の
正

確
さ
を
高
め
る
に
は
適
切
な
検
体

を
取
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
検
査

の
と
き
少
し
気
持
ち
が
悪
い
で
す

が
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
症
状
が
現
れ
て
か
ら
す

ぐ
は
ウ
イ
ル
ス
量
が
少
な
い
た
め
、

検
査
の
結
果
が
陰
性
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
症
状
が
現
れ
て
か

ら
12
～
24
時
間
程
度
経
過
す
る
と

ウ
イ
ル
ス
量
が
増
え
、
検
査
が
陽

性
と
な
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
検
査
を
受
け
る
際
は
、
症

状
が
現
れ
て
か
ら
の
時
間
が
大
切

に
な
る
の
で
、
受
診
の
際
は
症
状
が

い
つ
出
て
き
た
か
伝
え
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
ら

　
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
薬

を
用
い
て
治
療
し
ま
す
。
発
症
か

ら
48
時
間
以
内
に
薬
を
服
用
す
る

と
、
発
熱
期
間
は
通
常
1
～
2
日

間
短
縮
さ
れ
、
鼻
や
の
ど
か
ら
の

ウ
イ
ル
ス
排
出
量
も
減
少
す
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

反
対
に
、
48
時
間
以
降
に
服
用

を
開
始
し
た
場
合
、
十
分
な
効
果

は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
効
果
的
な

使
用
の
た
め
に
は
、
薬
の
量
や
服

用
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
服
用
す
る

日
数
を
守
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す
る
に
は

　

主
な
感
染
経
路
は
、
咳
や
く
し

ゃ
み
の
際
に
口
か
ら
発
生
す
る
小

さ
な
水
滴（
飛
沫
）に
よ
る
感
染
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
飛
沫
を
浴
び
な

い
よ
う
に
す
れ
ば
感
染
す
る
機
会

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
ほ
か
の
人
に
向

け
て
咳
や
く
し
ゃ
み
を
し
な
い
、
マ

ス
ク
を
す
る
な
ど
が
有
効
で
す
。

ま
た
、
外
出
後
の
手
洗
い
や
加
湿

器
な
ど
を
使
っ
て
適
切
な
湿
度（
50

～
60
％
）を
保
つ
こ
と
も
効
果
的
で

す
。
流
行
前
に
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

す
る
こ
と
も
有
効
で
す
。
ワ
ク
チ
ン

は
、
感
染
後
に
発
症
す
る
可
能
性

を
低
減
さ
せ
る
効
果
と
、
発
症
し

た
場
合
に
症
状
が
重
く
な
る
の
を

防
ぐ
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

今月のテーマ

インフルエンザ

中間市立病院内科

杉
す ぎ の

野 祥
さ ち こ

子 医師

医
療
講
座この記事に関するご相談は、

市立病院にお問い合わせください
☎（２４５）０９８１

医師が皆さんの身近に潜む
病気などを解説します。

第
112
回

（１人分）
エネルギー：270㎉
食塩：1.7g

中間市食生活改善推進会の監修
により、体に優しいレシピを紹
介しています。

今月のレシピ

鶏とごぼうの
焼きつくね

Nakama's
キッチン

③　�しょうゆとみりんを加えて強火で味を絡める。

広報なかま12月10日号で「医療講座」の執筆者を「市立病院内科医師」としていましたが、
正しくは「市立病院医療ソーシャルワーカー」です。お詫びして訂正します。お詫びと訂正

ＭＥＭＯ

〒809-0032
鍋山町13-16-1
☎093（701）9222
営 業 時 間　11：00 ～ 16：00、
17：30～ 20：00
定休日　不定休（日曜日はランチのみ）
料理教室も開催しています♪
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お
知
ら
せ

圧
力
タ
ン
ク
の
取
り
扱
い
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
大
分
県
内
の
小
規
模
水
道
施
設

で
圧
力
タ
ン
ク
が
破
損
し
、
点
検

中
の
３
人
が
死
傷
す
る
事
故
が
あ

り
ま
し
た
。
水
道
施
設
な
ど
の
圧

力
タ
ン
ク
に
つ
い
て
は
、
特
に
次

の
点
に
注
意
し
て
、
適
切
に
維
持

管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
異
常
が
あ
る
と
き
は
専
門
家
に

相
談
し
ま
し
ょ
う

○
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
定
期
点
検
を
年

に
１
回
程
度
受
検
し
ま
し
ょ
う

○
運
転
状
況
や
使
用
年
数
に
よ
っ

て
部
品
は
劣
化
し
ま
す
。
定
期

的
な
部
品
交
換
・
修
理
を
実
施

し
ま
し
ょ
う

○
圧
力
タ
ン
ク
の
上
に
物
を
置
い

た
り
、
乗
っ
た
り
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う

○
機
器
の
耐
用
年
数
を
把
握
し
、

適
切
に
更
新
を
行
い
ま
し
ょ
う

●
問
合
先　
環
境
保
全
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
６
５

償
却
資
産
の
申
告

　

商
店
や
農
業
・
不
動
産
業
・
工

場
な
ど
の
事
業
を
行
う
た
め
に
所

有
し
て
い
る
機
械
・
工
具
・
備
品
・

構
築
物
な
ど
の
資
産
を
「
償
却
資

産
」
と
言
い
ま
す
。
個
人
・
法
人

を
問
わ
ず
、
毎
年
１
月
１
日（
賦
課

期
日
）現
在
に
お
け
る
所
有
状
況
の

申
告
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

償
却
資
産
台
帳
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
に
は
、
12
月
中
に
申
告
書

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
窓
口
、
郵

送
で
の
申
告
や
電
子
申
告
な
ど
で

必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
28
年
中
に
事
業
を
開
始
し

た
な
ど
の
理
由
で
申
告
書
が
届
い

て
い
な
い
人
は
、
課
税
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
告
締
切　
１
月
31
日
火

※
耐
震
工
事
の
た
め
、
課
税
課
は

現
在
本
館
地
下
仮
設
室
に
移
転
し

て
い
ま
す
。
場
所
を
間
違
え
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
公
平
を
期
す
た
め
、
国
税
資

料
と
提
出
さ
れ
た
申
告
書
の
資
産

内
容
を
照
合
し
た
り
、
実
地
調
査

を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
適
正
な
申
告
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先　
課
税
課　

　
☎（
２
４
６
）６
２
７
４

第
６
回
中
間
市
ペ
タ
ン
ク
大
会

（
室
内
）

●
日

時　
２
月
５
日
日
・
９

時
～

●
場

所　
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

●
参
加
資
格　
市
内
在
住
、
在
勤

ま
た
は
中
間
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
で
活
動
し
て
い
る
こ
と

●
チ
ー
ム
編
成

〇
小
学
生
の
部
…
小
学
生
で
編
成

し
た
３
人
１
組

※
大
人
が
代
表
者
と
し
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

〇
一
般
の
部
…
中
学
生
以
上
で
編

成
し
た
３
人
１
組

●
申
込
方
法　
体
育
文
化
セ
ン
タ

ー
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
記

入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い

●
申
込
締
切　
１
月
24
日
火

●
参
加
料　
１
、０
０
０
円（
１

チ
ー
ム
）

※
代
表
者
会
議
で
徴
収
し
ま
す
。

●
代
表
者
会
議　
１
月
31
日
火
・

18
時
30
分
～

※
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

●
問
合
先　
体
育
協
会

　
☎（
２
４
６
）２
８
０
１

募
集

公
営
住
宅
入
居
者

　

市
営
住
宅（
抽
選
方
式
）

　

詳
し
く
は
、
募
集
案
内
ま
た
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
募
集
案
内
は
都
市
整

備
課
で
配
布
し
ま
す
。

●
募
集
住
宅　
池
田
団
地
１
戸

※
単
身
者
の
申
し
込
み
は
出
来

ま
せ
ん
。

●
入
居
資
格

○
市
内
在
住
、
在
勤
し
て
い
て
収

入
が
一
定
額
以
下
で
あ
る
こ
と

○
税
金
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

○
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

○
市
営
住
宅
条
例
に
基
づ
く
入
居

条
件
を
満
た
す
こ
と

●
申
込
受
付
期
間　
１
月
17
日
火

～
25
日
水

●
申
込
書
配
布
開
始
日　
１
月
17

日
火

●
申
込
・
問
合
先　
都
市
整
備
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
６
０

　

県
営
住
宅（
ポ
イ
ン
ト
方
式
）

　
現
在
の
住
宅
環
境
な
ど
の
困
窮

状
況
を
点
数
化
し
、
点
数
の
高
い

世
帯
か
ら
斡
旋
し
ま
す
。
募
集
団

地
や
募
集
戸
数
、
申
し
込
み
方
法

な
ど
、
詳
し
く
は
募
集
案
内
書
を

見
て
く
だ
さ
い
。

●
募
集
す
る
住
宅　
県
内
の
県
営

住
宅

●
申
込
受
付
締
切　

１
月
18
日

水
・
消
印
有
効

●
申
込
書
配
布
場
所

○
市
役
所
案
内（
本
館
１
階
）、
都

市
整
備
課（
別
館
２
階
）、
東
部

出
張
所
、
西
部
出
張
所

○
福
岡
県
住
宅
供
給
公
社
北
九
州

管
理
事
務
所（
八
幡
西
区
西
曲

里
町
２
‐
１
）

●
配
布
開
始
日　
１
月
10
日
火

●
問
合
先　
住
宅
供
給
公
社

　
☎（
６
２
１
）３
３
０
０

離
乳
食
教
室

　

教
室
参
加
中
は
保
育
を
行
い
ま

す
。
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

教
室
開
催
前
に
計
測
を
希
望
す
る

人
は
早
め
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
２
月
７
日
火
・
10

時
～
11
時
30
分（
受
付
は
９
時

30
分
～
）

●
内

容　
栄
養
士
に
よ
る
離

乳
食
の
講
話
と
試
食

※
講
話
は
離
乳
食
前
期
～
後
期

（
生
後
５
か
月
～
１
歳
３
か
月
ご

ろ
）に
つ
い
て
行
い
ま
す
。

●
申
込
方
法　
電
話

●
申
込
締
切　
１
月
31
日
火

●
場
所
・
申
込
・
問
合
先　
保
健

セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
６
）１
６
１
１

福
岡
県
公
衆
衛
生
医
師

採
用
試
験

　
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
な
ど
で

保
健
・
医
療
・
介
護
施
策
の
企
画

立
案
に
携
わ
る
医
師
を
募
集
し
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
採
用
予
定
数　
２
人

●
選
考
方
法　
面
接
試
験
、
小
論

文
評
定
な
ど

●
申
込
締
切　
１
月
20
日
金

●
問
合
先　
県
保
健
医
療
介
護

総
務
課

　
☎
０
９
２（
６
４
３
）３
２
３
７

イ
ベ
ン
ト

平
成
28
年
度
福
岡
県
立
美
術
館

所
蔵
品
巡
回
展

　
「
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
移

動
美
術
館
展
を
開
催
し
ま
す
。
福

岡
県
立
美
術
館
が
長
年
収
集
し
て

き
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
多
彩
に
紹

介
し
ま
す
。
身
近
な
場
所
で
美
術

を
鑑
賞
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
期

間　
２
月
９
日
木
～
28

日
火

※
毎
週
水
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

●
時

間　

10
時
～
18
時（
入

場
は
17
時
30
分
ま
で
）

●
場

所　
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ

ー
ホ
ー
ル

●
入
場
料

〇
一
般
…
210
円

※
20
人
以
上
の
団
体
は
160
円
で
す
。

※
高
校
生
以
下
、
65
歳
以
上
の
人
、

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人
と
そ
の
介
助

者
は
無
料
で
す
。

●
問
合
先　
生
涯
学
習
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
２
４

福
岡
共
同
公
文
書
館
公
開
講
座

「
和
綴
じ
講
座
」

　

伝
統
的
な
和
本
の
綴
じ
方
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
和

綴
じ
の
歴
史
を
学
び
な
が
ら
、
実

際
に
自
分
の
手
で
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
無
料
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。

●
日

時　

３
月
４
日
土
・
13

時
30
分
～
16
時
30
分（
13
時
集
合
）

※
館
内
を
20
分
程
度
見
学
し
ま
す
。

●
定

員　
20
人
・
抽
選

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

●
講

師　
倉
本
優
子
さ
ん

　
（
福
岡
女
子
短
期
大
学
准
教
授
）

●
参
加
料　
無
料

●
申
込
締
切　
２
月
16
日
木
・
必
着

●
場
所
・
問
合
先　
福
岡
共
同
公

文
書
館（
筑
紫
野
市
上
古
賀
一

丁
目
３
‐
１
）

　
☎
０
９
２（
９
１
９
）６
１
６
６

国
立
公
文
書
館
所
蔵
資
料
展

　
「
公
文
書
で
再
発
見
！
近
代
日

本
と
福
岡
の
あ
ゆ
み
」
と
題
し
、

民
撰
議
院
設
立
建
白
書
や
戦
災
概

況
図
、
日
本
国
憲
法（
複
製
）な
ど
、

国
立
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
貴
重

な
資
料
を
多
数
展
示
し
、
明
治
期

か
ら
戦
後
昭
和
期
ま
で
の
近
代
日

本
と
福
岡
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま

す
。
ま
た
、
関
連
行
事
と
し
て
、

展
示
解
説
や
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

●
期

間　
２
月
21
日
火
～
３

月
19
日
日

●
開
館
時
間　
９
時
～
17
時

※
月
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

●
入
館
料　
無
料

　

展
示
解
説

●
日

時　
２
月
21
日
火
・
14

時
～
14
時
30
分

　

講
演
会

●
日

時　
２
月
25
日
土
・
14

時
～
15
時
30
分

●
講

師　
有
馬
学
さ
ん

　
（
福
岡
市
博
物
館
長
）

　

い
ず
れ
も

●
場
所
・
問
合
先　
福
岡
共
同
公

文
書
館（
筑
紫
野
市
上
古
賀
一

丁
目
３
‐
１
）

※
無
料
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。

　
☎
０
９
２（
９
１
９
）６
１
６
６

く
ら
し
の
悩
み
無
料
相
談
会

　

相
続
、
遺
言
、
後
見
、
お
墓
の

問
題
な
ど
、
高
齢
者
が
抱
え
る
く

ら
し
の
悩
み
を
対
象
と
し
た
無
料

の
相
談
会
で
す
。
事
前
の
申
し
込

み
や
相
談
料
は
不
要
で
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
１
月
28
日
土
・
13

時
～
16
時

●
場

所　
中
央
公
民
館

●
問
合
先　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
メ
モ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
な
か
ま

　
☎（
７
０
１
）４
０
９
９

第
57
回
中
間
市
卓
球
大
会

●
日

時　
２
月
19
日
日
・
９

時
～

●
種

目

〇
団
体
戦
…
自
治
会
単
位
３
人
３

単(

１
チ
ー
ム
４
人
ま
で
）

〇
個
人
戦（
男
女
別
）
…
一
般
、

シ
ル
バ
ー
（
65
歳
以
上
）、
初

心
者
の
各
部

●
参
加
資
格　
市
内
在
住
の
人

●
参
加
料

〇
団
体
戦
…
１
、５
０
０
円

〇
個
人
戦
…
無
料

●
申
込
締
切　
２
月
６
日
月
・
17
時

●
場
所
・
申
込
先　
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー

●
問
合
先　
卓
球
協
会　
中
野

　
☎
０
９
０（
５
４
７
８
）７
２
０
４

県
立
北
九
州
視
覚
特
別
支
援

学
校
生
徒
募
集

　

募
集
対
象
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間　
２
月
１
日
水
～
８

日
水

●
入
学
検
査

〇
幼
稚
部
…
２
月
17
日
金

〇
高
等
部
…
３
月
３
日
金

●
問
合
先　
県
立
北
九
州
視
覚

特
別
支
援
学
校（
八
幡
東
区
高

見
五
丁
目
１
‐
12
）

　
☎（
６
５
１
）５
４
１
９

地域別最低賃金（１時間） 効力発生日

福岡県最低賃金 765円 平成 28 年
10 月１日

特定最低賃金（１時間） 効力発生日

製鉄業、製鋼・製鋼圧延業、
鋼材製造業 903円

平成 28 年
12 月 10 日

電子部品・デバイス・電子回路、
電気機械器具、情報通信機械
器具製造業

857円

輸送用機械器具製造業 880円

百貨店、総合スーパー 824円

自動車（新車）小売業 870円

福岡県の最低賃金が改定されました

これらの特定最低賃金に当てはまらない産業は、福岡県最低賃金
（１時間 765 円）が適用されます。
● 最低賃金は正社員だけでなく、パートタイマー・アルバイト・派遣

労働者など、すべての労働者に適用されます
● 最低賃金には精皆勤手当、通勤手当、家族手当、時間外労働・

休日労働などの割増賃金、賞与、臨時の賃金は参入されません
● 月給制の場合は、月給を１か月平均の所定労働時間で除して金

額を比較してください
● 派遣労働者には、派遣先の最低賃金が適用されます
　詳しくは、福岡労働局労働基準部監督課【☎ 092（411）4578】
または、お近くの労働基準監督署にお問い合わせください。
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わが家の「アイドル・ヒーロー」を広報なかまに掲載しませんか。
対象は未就学児までです。
必要事項に写真を添えて、メールで応募してください。
●�必要事項　氏名、ふりがな、生年月日、住所、連絡先、メッセ

ージ（50 ～ 70 字）
●�応募・問合先　広報広聴係（〒 809‐8501 中間一丁目１番１号）
　☎（246）6271
○メールアドレス…koho@city.nakama.lg.jp

わが家の

すこやか
ちゃん

10 月 累計
件 数 27 件 281 件
死 者   0 人   1 人
負傷者 38 人 392 人

11 月 累計
建 物 0 件 5 件
林 野 0 件 0 件
車 両 0 件 2 件
その他 0 件 7 件
件 数 0 件 14 件

市 役 所 代 表 （ 2 4 4 ）1111
中 央 公 民 館 （ 24 6）2 3 21
消 防 署 （24 5）0 9 01
市 立 病 院 （ 24 5）0 9 81
地 域 交 流 セ ンター （24 5）4 6 6 5
東 部 出 張 所 （ 24 6 ）1110
西 部 出 張 所 （ 2 4 4 ）1112
市 民 図 書 館 （24 5）4 6 6 4
歴 史 民 俗 資 料 館 （24 5）4 6 6 5
なかまハーモニーホール （24 5）8 0 0 0
生 涯 学 習 セ ンター （ 24 6）4 316
体 育 文化 セ ン タ ー （24 6）28 0 0
人 権 セ ン タ ー （ 24 5 ）3 511
働 く 婦 人 の 家 （24 6）0 4 8 3
ハ ピ ネ ス な か ま （24 5）8 6 8 6
社 会 福 祉 協 議 会 （ 24 4）12 3 0
保 健 セ ン タ ー （ 24 6 ）16 11
親 子 ひろ ば リンク （ 24 4）0 74 2
パルハウスぼちぼち （24 3）3 3 8 7
子育て支援センター （24 5）5 5 5 7

■公共施設問合先■

■火災発生件数■

■交通事故発生件数■

■人の動き■
平成 28 年 11 月末現在（前月比）
○人 口…42,869 人（－６）
○ 男 …19,955 人（－６）
○ 女 …22,914 人（±０）
○世帯数…20,508 世帯（±０）

平成 28 年 10 月末現在

まっくん、いつまでもお兄ちゃ
んの颯ちゃんと仲良く元気に育
ってね。

H24.8.8 生　（池田一丁目）
大
お お き

木 透
と う ま

真ちゃん

プリンセスとキティちゃんが大好きな
可愛い美寿紀ちゃん！いつもお手伝い
と弟の面倒をよくみてくれてありがと
う。

H25.4.16 生　（下大隈）
嬉
う れ り

里 美
み ず き

寿紀ちゃん

1 才おめでとう！アンパンマンと
お姉ちゃんが大好きな笑顔の可
愛い悟羽くん☆これからも姉弟仲
良く、健やかに育ってね。

H27.10.6 生　（下大隈）
嬉
う れ り

里 悟
ご う

羽ちゃん

颯ちゃん、いつまでも弟の透真君
と仲良く元気に育ってね。

H24.4.14 生　（池田一丁目）
大
お お き

木 颯
そ う た

汰ちゃん

有
料
広
告
欄

タ
テ
の
カ
ギ

①�

宮
崎
県
発
祥
の
鶏
肉
料
理
。

②
幕
末
の
土
佐
藩
士
。
坂
本
〇
〇
〇
〇
。

③
相
性
が
と
て
も
良
い
こ
と
。
馬
が
○
○
。

④�

江
戸
時
代
最
大
の
農
民
一
揆
。
天
草
四
郎
が
率
い
た
こ
と
で
も
有
名
。
○
○
○
○
の
乱
。

⑥�「
葉
巻
」
を
英
語
で
。

⑦
お
す
の
に
わ
と
り
。
立
派
な
と
さ
か
が
特
徴
。

⑧�

赤
〇
〇
泰
彦
、
〇
〇
本
勇
人
、
ア
ホ
の
〇
〇
田
、
〇
〇
上
忍
…
。
も
う
わ
か
り
ま
す
ね
。

⑩�

初
夏
に
咲
く
多
年
草
。
花
は
紅
紫
色
で
先
で
５
つ
に
裂
け
横
に
開
く
。
栃
木
県
奥
日
光

の
群
生
地
が
有
名
。

⑬�

水
が
枯
れ
る
こ
と
。
ま
た
は
物
が
尽
き
て
な
く
な
る
こ
と
。

⑮�

民
衆
を
教
え
導
き
、
利
益（
り
や
く
）を
与
え
る
と
い
う
意
味
の
仏
教
用
語
。

⑰�

出
世
魚
と
し
て
最
も
有
名
な
回
遊
魚
。
照
り
焼
き
に
し
て
食
べ
よ
う
。

⑱�

中
間
市
の
花
と
言
え
ば
コ
ス
モ
ス
と
何
？

⑳�

そ
の
特
徴
的
な
鳴
き
声
か
ら
「
仏
法
僧
」
と
も
呼
ば
れ
る
フ
ク
ロ
ウ
の
仲
間
。

㉑�

中
間
市
で
は
昨
年
度
末
で
約
73
％
が
普
及
し
て
水
洗
可
能
に
な
り
ま
し
た
。�

㉒�

上
半
身
が
裸
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
全
裸
に
近
い
状
態
で
あ
る
こ
と
。

㉓�

昨
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
中
間
市
の
物
産
館
。
新
鮮
野
菜
と
日
用
品
が
充
実
。

㉕�

綿
糸
を
縦
糸
に
、
麻
糸
を
横
糸
に
使
っ
て
織
っ
た
布
。

㉙
太
鼓
を
叩
く
道
具
。

㉜
道
徳
な
ど
に
違
反
し
た
こ
と
に
対
す
る
制
裁
。

ヨ
コ
の
カ
ギ

①�

酒
に
酔
っ
て
ふ
ら
ふ
ら
と
歩
く
こ
と
。

⑤�

魚
介
類
を
煮
て
だ
し
を
と
っ
た
汁
物
。
〇
〇
〇
汁
。

⑧�「
ま
た
や
っ
て
し
ま
っ
た
…
」。
後
悔
〇
〇
に
立
た
ず
。

⑨�

胎
児
と
羊
水
を
包
む
胚
膜
の
１
つ
。

⑪�

悪
性
腫
瘍
の
こ
と
。
最
近
は
早
期
発
見
に
よ
り
根
治
も
稀
で
は
な
く
な
っ
た
。
ぜ
ひ
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

⑫�

フ
ッ
ト
パ
ス
な
ど
中
間
市
が
力
を
入
れ
て
い
る
〇
〇
〇
〇
政
策
。

⑭
相
手
の
攻
撃
や
侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
築
か
れ
る
障
害
物
。

⑯
中
間
市
の
特
産
品
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
も
っ
と
も
っ
と
増
や
そ
う
。

⑱�

昔
は
下
着
の
こ
と
を
、
今
は
ズ
ボ
ン
の
こ
と
も
こ
う
呼
ぶ
。

⑲�

物
を
収
納
、
保
管
す
る
建
造
物
。
基
礎
を
構
築
し
て
い
れ
ば
固
定
資
産
税
の
対
象
に
な

り
ま
す
。

㉒�

低
い
く
ぐ
も
っ
た
声
の
こ
と
＝
地
を
〇
〇
よ
う
な
声
。�

㉔�

北
海
道
月
形
町
の
特
産
品
の
１
つ
。
羊
の
肉
に
特
製
ダ
レ
を
絡
め
て
…
。

㉖�

宝
石
の
１
種
で
コ
ー
パ
ル
と
も
呼
ば
れ
る
。黄
色
い
石
で
ペ
ン
ダ
ン
ト
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
。

㉗
好
ま
し
く
な
い
状
態
を
い
う
。「
初
日
か
ら
遅
刻
と
は
な
ん
と
い
う
○
○
○
○
○
だ
」。

㉘�

か
つ
ら
の
俗
称
。

㉚�

古
い
日
本
家
屋
で
家
の
中
に
床
を
張
ら
ず
土
足
で
歩
く
場
所
。
台
所
の
続
き
に
あ
る
。

㉛�

地
球
温
暖
化
な
ど
が
原
因
で
植
生
地
が
破
壊
さ
れ
る
現
象
。

㉝
美
し
い
自
然
の
風
景
や
、
そ
れ
を
重
ん
じ
る
風
流
を
意
味
す
る
四
字
熟
語
。
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22

25

45
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31
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3 4 5 6 7

8 9 11

15

16

19

21

30 32

28

　今年もクロスワードパズルを出題します。遊び方は簡単。
下の質問に答えて、パズルの白いマスを埋めていきます。そ
れぞれの白いマスには文字が１字ずつ入ります。小さい文字
は１文字と数えます。
　二重マスに入る言葉を並べ替えると四字熟語が現れます。
その四字熟語を漢字に直して応募してください。正解者の中
から抽選で素敵な賞品をプレゼントします。当選者の発表は、
商品の発送をもって代えさせていただきます。

●�応募方法　住所、氏名、年齢、電話番号、答え（必ず漢字で）、
広報なかまの好きなコーナー（複数可）、ご意見ご感想を記入
してはがきで応募してください
●締　　切　１月 27 日金・消印有効
●賞　　品　 なかまブランドセット…５名様
●�応募・問合先　企画政策課広報広聴係【〒809‐8501中間市中

間一丁目１‐１　☎（２４６）６２７１】

応募方法

新　春　恒　例

クロスワードパズル
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忘れないで、今月の納付・納税

●市県民税（４期）
●国民健康保険税（８期）
●介護保険料（10期）
●後期高齢者医療保険料（７期）

日 曜 ２　　月　　の　　行　　事　　予　　定
1 水 ○図書館員利用者満足度調査（2/28まで）　市民図書館　（9:30 ～ 19:00）
2 木 ○新入学児の交通安全教室　なかまハーモニーホール　（受付10:00 ～）
3 金

4 土
○図書館員おはなし会　市民図書館　（11:00 ～）
○行政相談　ハピネスなかま　（15:00 ～ 17:00）
○心配ごと相談（弁護士）　ハピネスなかま （前日までの窓口予約受付者6人以内・相談15:00 ～ 17:00）

5 日 ○第６回中間市ペタンク大会　体育文化センター　（９:00 ～）
6 月 ○剪定講座④　中央公民館　（10:00 ～）

7 火 ○確定申告受付（2/10まで）　地域交流センター　（9:00 ～ 16:00）
○離乳食教室　保健センター　（受付9:30 ～ 10:00）

8 水 ○福岡県巡回交通事故相談　ハピネスなかま　（10:00 ～ 15:00）
○なやみごと相談所開設　人権センター　（13:30 ～ 15:30）

9 木 ○福岡県立美術館所蔵品巡回展「移動美術館展」（2/28まで）　なかまハーモニーホール　（10:00 ～ 18:00）
○「子育て女性再就職支援」出張面接相談 (2/7までに要予約 )　人権センター　（10:00 ～ 12:00）

10 金 ○平成29年3月保育所入所受付締切　こども未来課　（締切17:15）
11 土 ○ I�LOVEなかま遠賀川フェス　市役所前河川敷　（10:00 ～ 19:15）

12 日
環境美化の日
○親子でハッピースイーツ作り　中央公民館　（9:00 ～）
○むすびのカフェ　なかまハーモニーホール　（13:00 ～ 18:00）

13 月 ○確定申告受付（2/17まで）　ハピネスなかま　（9:00 ～ 16:00）
14 火
15 水 ○自治会長会　中央公民館　（13:30 ～）
16 木

17 金
○読書会「テーマ『あなたの心に残る１冊』」　市民図書館　（10:00 ～ 12:00）
○行政相談　ハピネスなかま　（15:00 ～ 17:00）
○心配ごと相談（弁護士）　ハピネスなかま （前日までの窓口予約受付者6人以内・相談15:00 ～ 17:00）

18 土 ○ほっとブックなかまおはなし会　市民図書館　（11:00 ～ 12:00）

19 日 ○第57回中間市卓球大会　体育文化センター　（9:00 ～）
○身体障がい者福祉相談　ハピネスなかま　（10:00 ～ 12:00）

20 月 ○確定申告受付（3/15まで。水・土・日曜日を除く※3/15は受け付けます）　市役所特別会議室　（9:00 ～ 16:00）
21 火
22 水

23 木 ○親子エアロビクス　なかまハーモニーホール　（10:30 ～ 11:30）
○心配ごと相談（弁護士）　ハピネスなかま （前日までの窓口予約受付者6人以内・相談15:00 ～ 17:00）

24 金
25 土 ○郷土史講座「世界遺産と遠賀川水源地ポンプ室」　市民図書館　（14:00 ～ 15:00）
26 日
27 月 ○市税などの夜間納付窓口の開設（28日まで）　収納課　（17:15 ～ 19:00）
28 火 ○さけの放流会　市役所前河川敷　（10:00 ～）
※行事予定は変更されることがありますので、ご注意ください。

有
料
広
告
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■
 今

回
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広
報

な
か

ま
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か
か

っ
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経
費

は
１

部
約
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。

■ 「
広

報
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か
ま
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日
か
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始
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な
さ

ん
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お
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元
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３
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内

で
お

届
け

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

改めましてあけましておめでとうござい
ます。一昨年の世界遺産登録以降、多
くのお客様を出迎える準備を整えなが
ら、中間市のメディアへの露出も増えて
きました。ひいき目かもしれませんが、
新聞やテレビに大きく取り上げられる
機会が多い気がします。その際、常 、々
大人だけでなく中間市の大きな特徴で
ある元気な子どもたちを紹介してもら
えるようお願いしています。さっそく今
月は日体大さんの協力のもと、バスケ
ットボールの教室があり、子どもたちが
一流選手と交流を深めます。学校の設
備改善だけでなく、生活環境を整える
ことも市長として、い
や大人としての責務
だと考えています。

市長のあしあと

▶あけましておめでとうございます。今年も孜孜
忽忽と中間市の PR にまい進します。さて、昨年
12月、テレビで「ふるさと納税」が頻繁に特集さ
れていました。中間市でも12月にしくみをリニュ
ーアルし、これまでのカタログではなくポータル
サイトを使った寄附が可能になりました。これは、
市外の方だけでなく中間市民の皆さんもご利用い
ただけます。これから中間市の元気な品々をどん
どん掲載していきますので、ぜひ１度「ふるさと納
税ポータルサイト『さとふる』」をご覧ください。（講）
▶あけましておめでとうございます。良い年の
瀬、新年の幕開けを迎えられましたか？私は子
どもを含めた家族３人で過ごす初めての年末年
始。温泉にでもつかりながらゆったりと過ごせ
ているはず…。今年も家族が健康で楽しく過ご
せますように。そして、中間市の皆さんにとっ
て実り大きな年となり、皆さんの輝く姿をたく
さんお届けできる１年になりますように。（翔）

編集後記

■�点字・声の広報なかまを発行しています
　目が不自由な人に「広報なかま」を点字または朗読テープにしてお届けします。詳しくはお問い合わせください。
●問合先　福祉支援課
　☎（２４６）６２８２


